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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　頭髪を処理する方法であって、
　過フッ素化されていない、重合化されていない化合物を含む、毒性の無い組成物を、美
容的に許容できる賦形剤とともに、前記頭髪に塗布するステップを含み、
　前記化合物は、１Ｈ，１Ｈ，１１Ｈ－エイコサフルオロウンデシルアクリレート、１Ｈ
，１Ｈ，１１Ｈ－エイコサフルオロウンデシルメタクリレート、２，２，３，３，４，４
，５，５－オクタフルオロペンチルメタクリレート、２，２，３，３，４，４，５，５－
オクタフルオロペンチルアクリレート、１Ｈ，１Ｈ，７Ｈ－ドデカフルオロヘプチルアク
リレート、および１Ｈ，１Ｈ，７Ｈ－ドデカフルオロヘプチルメタクリレートからなる群
から選択され、
　前記組成物は、フリーラジカル開始剤、重合化開始剤、および重合化触媒を含んでいな
い、方法。
【請求項２】
　前記化合物は、
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【化１】

である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記方法は、前記組成物を塗布した後、前記頭髪をリンスするステップを採用しない、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記組成物で処理された毛髪は、水分の透過を妨げ、水分流束が少なくとも４％減少す
ることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記組成物で処理された毛髪は、汚れに対する抵抗力があり、重量増加が１５％以下で
あることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記組成物は、毛髪に無重量化の感触を与え、重量損失が少なくとも５０％であること
を特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　過フッ素化されていない、重合化されていない化合物および美容的に許容できる賦形剤
を含む、毒性の無いヘアケア組成物であって、
　前記化合物は、１Ｈ，１Ｈ，１１Ｈ－エイコサフルオロウンデシルアクリレート、１Ｈ
，１Ｈ，１１Ｈ－エイコサフルオロウンデシルメタクリレート、２，２，３，３，４，４
，５，５－オクタフルオロペンチルメタクリレート、２，２，３，３，４，４，５，５－
オクタフルオロペンチルアクリレート、１Ｈ，１Ｈ，７Ｈ－ドデカフルオロヘプチルアク
リレート、および１Ｈ，１Ｈ，７Ｈ－ドデカフルオロヘプチルメタクリレートからなる群
から選択され、
　前記組成物は、フリーラジカル開始剤、重合化開始剤、および重合化触媒を含んでいな
い、ヘアケア組成物。
【請求項８】
　前記化合物は、

【化２】

である、請求項７に記載のヘアケア組成物。
【請求項９】
　頭髪を処理する方法であって、請求項１または７に規定された毒性の無い組成物を毛髪
に塗布するステップを含み、前記組成物で処理された毛髪は、水分流束が少なくとも４％
減少し、汚れに対する抵抗力を持ち、かつ重量増加が１５％以下であり、前記組成物の重
量損失が少なくとも５０％である方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２００７年１０月２２日出願の米国暫定特許出願第６０／９８１，６２５号
、２００７年１０月２２日出願の米国暫定特許出願第６０／９８１，６３２号、および２
００８年６月２６日出願の米国特許出願第１２／１４７，３９７号の優先権を主張し、こ
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れらの出願は参照することにより本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、毛髪処理のための組成物、キット、および方法に関するものである。より具
体的には、本発明は、下記の化合物を使用した毛髪処理のための組成物、キット、および
方法を含むが、重合化の効果を与える薬剤を含まない。
【０００３】
　本発明は、長持ちする耐湿性をもたらす新規な組成物をさらに提供し、この組成物は、
自然な毛髪よりも汚れ粒子に反発し、一方で、同時に残留物がはるかに少なく、かつ長持
ちする光沢を作り出す。
【背景技術】
【０００４】
　ヘアケア産業は、米国内だけでも数十億ドル規模の産業である。該産業は、シャンプー
、ジェル、ムース、ローション、スプレー、コンディショナー、ヘアカラー製品、ポマー
ド、セラム、ワックス、および修復製品を含む多大な品揃えのヘアケア製品の開発、生産
、およびマーケティングを含む。これらの製品のほとんどは、ユーザーの毛髪への塗布に
際して所望の特性を付与するために、既形成重合体を利用している。例えば、毛髪に光沢
を与える、毛髪をスタイリングする、ヘアスタイルを保持する、毛髪に所望の質感もしく
は感触を与える、ヘアカラーを際立たせる、毛髪を調整する、素早くセットできるように
毛髪を乾燥させる、毛髪をまっすぐ延ばすもしくは滑らかにする、毛髪をやわらかくする
、毛髪を強くする、処理しにくい毛髪を扱いやすくする、光学的性質を強化する、毛髪に
保持力を提供する、縮れの調整を提供する、および／または損傷した毛髪を修復するため
に重合体が使用される。
【０００５】
　上述の有用な特質の一部は、ケラチンおよび特に頭髪に対する高い親和力を有するシリ
コーンまたは他のコンディショニング剤を含む組成物の使用により既存のヘアケア製品に
提供されてきた。こうした化合物には、シクロメチコン、ジメチコノール、ジメチコン、
シクロペンンタシロキサン、シクロメチコン、トリメチルシロキフェニル、ジメチコノー
ル、シクロペンンタシロキサンジメチコンコポリオール等のシリコーンを含むがこれに限
らない。しかしながら、毛髪のようなケラチン繊維上のこのような組成物のコーティング
は、しばしば不快な粘着性のある感触を有し、かつ例えば手が毛髪を通過した時に、転移
により容易に失われる場合もまたある。加えて、こうした転移の結果、毛髪は汚れた、べ
たべたした、または粘着性のある印象を与える場合がある。また、こうしたシリコーン化
合物および重合体の使用の効果は、毛髪をシャンプーすることによって取り除かれるため
長持ちせず、したがって組成物の毛髪への塗布を、例えばリンス、洗髪、またはシャンプ
ーの後、繰り返す必要がある。
【０００６】
　毛髪を特定のアクリレート単量体で処理し、かつ毛髪をその場でフリーラジカル重合に
より重合化する試みが行われてきた。例えば、米国特許第３，６７６，５５０号は、特定
のアクリレートおよびメタクリレート組成物の毛髪処理剤としての使用を開示している。
これらの組成物は、「不活性溶媒」（１０～９０％の水を含み、残余は水混和性有機溶媒
である）を採用している。
【０００７】
　残念ながら、その場でのフリーラジカル重合化を採用する組成物および方法は、強い薬
品が関与するために、毛髪を劣化させる傾向がある。こうした組成物および方法に対して
報告された別の問題は、採用された薬品が毛髪および／もしくは皮膚を刺激することなら
びに／またはこれらに有害であること、および毛髪にざらざらした感触を残すこと、なら
びに毛髪の脱色を生じることである。さらに、こうした毛髪処理剤の多くが、処置の前に
毛髪の減少を伴う場合があり、これはさらなる毛髪の損傷を発生させる。
【０００８】
　その場での重合化に関与する強い薬品および／または条件を避けるための一つの手段は



(4) JP 5701605 B2 2015.4.15

10

20

30

40

、こうした開始剤を必要としない単量体を避けることであったが、その代わり水分（水）
の存在下で容易に重合化する単量体を採用することであった。したがって、米国特許第５
，０８２，０１０号は、毛髪処理剤としてシアノアクリレートを使用してきたことを示し
ている。シアノアクリレート単量体は、水分の存在下で容易に重合化し、「瞬間接着剤」
と言われている。「Ｃｒａｚｙ　Ｇｌｕｅ（クレージーグルー）」（２－シアノアクリレ
ート）は、こうした一例である。加えて、医療用接着剤、２－オクチルシアノアクリレー
トは、手術で使用する創傷接着剤として使用するためにＦＤＡの認可を受けている。空中
の、または生体液もしくは生物組織からの水分との接触は、こうしたシアノアクリレート
の重合化に対して十分である。
【０００９】
　したがって、既存のヘアケア処理は、数多くの技術的な限界に悩まされている。これら
の技術的な限界に加えて、既存のヘアケア処方の使用の機能的な限界および欠点がある。
多くのヘアケア製品に共通する一つの問題は、有効性および有効期間が不十分なことであ
る。例えば、既存のヘアケア処理は、強固ではなく、一日でその効果を失う可能性がある
。多くの処理は、水に、または過度の湿度への暴露により、その有効性を失う。加えて、
多くの毛髪処理は、毛髪を押し下げ、剥がれ落ち、見えない残渣を残し、迅速な乾燥およ
びセッティングを失敗させ、適切な保持を提供せず、処理しにくい毛髪に対しては効果的
でない（例えば、天然パーマ）。これらの問題の一部を克服するために処理が開発されて
きたが、一般的にこれらは、毛髪を損傷する可能性がある還元剤および／または酸化剤に
より毛髪を永久的に処理することを含んでいる。したがって、依然として、一般的なユー
ザーの日常の困難を克服し、様々な環境において毛髪繊維を損傷することなく有効性を維
持する毛髪処理の必要がある。毛髪処理が長持ちし、毛髪を押し下げず、剥がれ落ちず、
いかなる望ましくない残渣を残さないことが好ましい。さらに、毛髪処理は、比較的早く
乾燥およびセッティングし、適切な保持を供給し、かつ処理しにくい毛髪を扱うことがで
きることが好ましい。
【発明の概要】
【００１０】
　本明細書に記述されるように、毛髪に塗布され、毛髪製品の消費者にとって望ましい効
果および特性を作り出す特定の有機化学化合物が発見された。該化合物は、好ましくは、
一般的にヘアケア製品に使用されているもののような重合体ではない。該化合物は、フッ
素化されているが、過フッ素化されてはいない。特定の実施形態では、本明細書に記述さ
れた化合物の組み合わせは、毛髪を処理するために使用される。本発明の組成物、キット
、および方法は、頭髪に対して特に望ましい数多くの有用な効果を提供し、その効果には
以下のものが含まれる。（１）毛髪への水分の透過の制御（縮れの制御）、（２）毛髪に
ざらざらした感触無しに柔らかい感触を提供する（コンディショニング）、（３）毛髪へ
の光沢の増加、（４）毛髪の色の強化、（５）毛髪のべたべたした感触の回避（およびこ
れに続く毛髪への汚れの蓄積の防止）、（６）迅速な乾燥およびセッティング、（７）毛
髪のスタイルの作成および／または保持の補助の可能性、（８）毛髪の強度の追加、（９
）わずかな量の残渣（のみを残すすなわち「無重量化」）、（１０）毛髪を剥がれ落とさ
ない、（１１）１日より長い間、５日より長い間におよび保持する、（１２）毛髪の表面
エネルギーに、減少を含めて、影響する、（１３）処置しにくい毛髪に取り扱う可能性を
与え、加えて損傷した毛髪を修復する、（１４）保持の提供、（１５）形態の提供。
【００１１】
　一実施形態では、発明は、過フッ素化されていない、重合化されていない化学式（Ｉ）
の化合物を含む毒性の無い組成物を美容的に許容できる賦形剤とともに毛髪に塗布するス
テップを含む、頭髪を処理する方法であって、
【００１２】



(5) JP 5701605 B2 2015.4.15

10

20

30

40

50

【化１】

【００１３】
式中ＸはＣＨ2、ＣＨＣＨ3、およびＣＣＨ3ＣＨ3からなる群から選択され、
式中、Ｒ1およびＲ2は、水素、環式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20脂肪族、環式もしくは非環
式Ｃ1～Ｃ20へテロ脂肪族、環式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20アシル、Ｃ1～Ｃ20アリール、
Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリール、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒであって、式中、Ｒは、アルケニルラジカ
ルであるもの、－ＣＯＯＲA、－Ｃ（＝Ｏ）ＲA、－ＯＨ、－ＮＲBＲC、および－ＣＯＮＲ

BＲCからなる群から独立に選択されるものであって、式中ＲA、ＲB、およびＲCは、水素
、環式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20脂肪族、環式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20へテロ脂肪族、環
式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20アシル、Ｃ1～Ｃ20アリール、Ｃ1～Ｃ20ヘテロアリールから
なる群から独立に選択されるものであって、基は置換基であってもよく、または非置換基
であってもよく、式中Ｒ1およびＲ2は、置換であってもよく、または非置換であってもよ
く、Ｒ1およびＲ2はともに少なくとも３つの炭素原子を含むように提供され、Ｒ1および
Ｒ2はともに全部で少なくとも４つのフッ素原子により置換され、Ｒ1およびＲ2はともに
１つ以下の芳香環構造を含み、かつ化学式（Ｉ）の化合物はＳｉ－Ｏ結合を含まずに提供
され、ポリエーテル、酸フッ化物、オキシアセトアミド、もしくは炭酸塩ではない、方法
である。
【００１４】
　特定の実施形態では、Ｒ1およびＲ2のうちの少なくとも１つが、－ＣＯＯＲA、－Ｃ（
＝Ｏ）ＲA、－ＯＨ、－ＮＲBＲCまたは－ＣＯＮＲBＲCにより置換され、式中ＲA、ＲB、
およびＲCは、水素、環式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20脂肪族、環式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ2

0へテロ脂肪族、環式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20アシル、Ｃ1～Ｃ20アリール、およびＣ1～
Ｃ20ヘテロアリールからなる群から独立に選択され、基は置換基であってもよく、非置換
基であってもよい。
【００１５】
　別の態様では、過フッ素化されていない、非重合体の化合物は、水分に対する抵抗の指
標である水分流束の減少を提供するように、美容的に許容できる賦形剤とともに毛髪に塗
布される。別の態様では、過フッ素化されてはいない、非重合体の化合物は、汚れに対す
る抵抗を提供するように、美容的に許容できる賦形剤とともに毛髪に塗布される。別の態
様では、過フッ素化されていない、非重合体の化合物は、毛髪上に実質的に他のヘアケア
製品より少ない、組成物の無重量であることの指標である、残渣を提供するように、美容
的に許容できる賦形剤とともに毛髪に塗布される。
【００１６】
　特定の実施形態では、本発明による方法は、化合物を塗布した後、毛髪をリンスするス
テップからなるステップを採用しない。
【００１７】
　本発明による特定の実施形態では、化学式（Ｉ）の化合物を含む組成物は、組成物の重
合化が実質的に無い条件の下で毛髪に塗布される。
【００１８】
　特定の実施形態では、本発明による方法は、約１６０℃を超える温度を発する加熱源に
より毛髪を加熱するステップを採用せず、そしてさらにより好適には、毒性の無い組成物
を塗布した後、約１２０℃を超える温度を発する加熱源により毛髪を加熱するステップを
持たない。 
【００１９】
　本発明は、上述の化学式（Ｉ）の化合物を含む少なくとも１つの毒性の無い組成物、お
よびキットの使用説明を含む、頭髪を処理するためのキットもまた提供し、該使用説明は
、上述のように、毛髪をリンスする、毛髪を加熱する、または重合化開始剤を使用する指
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示をしない。
【００２０】
　本発明は、発明に関する適切な賦形剤を含んだ美容ヘアケア組成物内のフッ素化した化
合物の処方もまた提供する。
【００２１】
　本明細書の試験および比較試験に使用された実施例では、化合物は、２，２，３，３，
４，４，５，５－オクタフルオロペンチルメタクリレートである。「ヘアスプレーＡ」は
実施例２９に対応し、「ヘアスプレーＢ」は実施例３０に対応し、「ヘアクリームＡ」は
実施例３１に対応し、「ヘアクリームＢ」は実施例３２に対応し、「ヘアクリームＣ」は
実施例３３に対応し、「ヘアクリームＤ」は実施例３４に対応する。
【００２２】
　別の実施形態では、本発明は、毛髪の水分流束が減少するように、ヘアケア組成物を塗
布するステップを含む頭髪を処理する方法である。特定の実施形態では、該方法により処
理された毛髪は、少なくとも４％、少なくとも１０％、少なくとも２０％、少なくとも５
０％、または少なくとも８０％の水分流束の減少を有する。
【００２３】
　水分流束の減少は、本明細書に記述されたプロトコルに従って測定され、水分に対する
抵抗の指標を提供する。したがって、本発明による方法は、縮れを減少するために使用さ
れてもよい。
【００２４】
　さらに別の態様では、方法は、重量の追加の減少をもたらすヘアケア組成物を頭髪に塗
布するステップを含む。実施形態では、該方法によって処理された毛髪は、１５％未満、
１０％未満、７％未満、または５％未満の重量の追加を有する。重量の追加は、本明細書
に記述されたプロトコルに従って測定され、汚れの蓄積に対する抵抗の指標を提供する。
重量の追加がより少ない毛髪は、汚れに対してより抵抗力がある。
【００２５】
　さらに別の実施形態では、本発明は、無重量化の感触をより強く提供する、ヘアケア組
成物を塗布するステップを含む毛髪を処理する方法である。無重量化は、本明細書に記述
されたプロトコルによって測定される、組成物の重量削減により特徴付けられる場合があ
る。本発明による実施形態では、該組成物は、少なくとも２５％、少なくとも５０％、少
なくとも７０％、少なくとも８０％、または少なくとも９０％の重量削減を提供する。
【００２６】
　本発明は、例えば、顎鬚、脚、および腋の下などの、身体のあらゆる部分の毛を剃ると
きの補助となるように毛髪の潤滑に役立てるために使用することができる新規な組成物も
また提供する。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
　本発明の特徴および利点は、同一のまたは機能的に同様な要素を伴う図面とともに用い
ることによって、下記に添付された発明を実施するための形態によりさらに明白になる。
【図１】本発明による一実施形態および競合他社の製品に対する、水と比較したＤＶＳ等
温ヒステリシスを示すプロットである。
【図２】無重量化試験Ｉに従って試験したときの、本発明による処方および競合他社の製
品である、５５℃における、スプレー／セラムおよびクリームに対して、それぞれ１０分
および３０分の乾燥時間後に残留している質量のパーセントである。
【図３】本発明による実施形態および競合他社の製品に対するスターチ試験Ｉ（ｎ＝３）
によって試験された、毛髪の房の重量の追加のパーセントである。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　一実施形態では、本発明は、過フッ素化されていない、重合化されていない化学式（Ｉ
）の化合物を含む毒性の無い組成物を美容的に許容できる賦形剤とともに毛髪に塗布する
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ステップを含む、頭髪を処理する方法であって、
【００２９】
【化２】

【００３０】
式中ＸはＣＨ2、ＣＨＣＨ3、およびＣＣＨ3ＣＨ3からなる群から選択され、
式中Ｒ1およびＲ2は、水素、環式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20脂肪族、環式もしくは非環式
Ｃ1～Ｃ20へテロ脂肪族、環式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20アシル、Ｃ1～Ｃ20アリール、Ｃ1

～Ｃ20ヘテロアリール、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒであって、式中、Ｒは、アルケニルラジカルで
あるもの、－ＣＯＯＲA、－Ｃ（＝Ｏ）ＲA、－ＯＨ、－ＮＲBＲC、および－ＣＯＮＲBＲC

からなる群から独立に選択されるものであって、式中ＲA、ＲB、およびＲCは、水素、環
式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20脂肪族、環式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20へテロ脂肪族、環式も
しくは非環式Ｃ1～Ｃ20アシル、Ｃ1～Ｃ20アリール、およびＣ1～Ｃ20ヘテロアリールか
らなる群から独立に選択されるものであって、基は置換基であってもよく、または非置換
基であってもよく、式中Ｒ1およびＲ2は、置換であってもよく、または非置換であっても
よく、Ｒ1およびＲ2はともに少なくとも３つの炭素原子を含むという条件で、Ｒ1および
Ｒ2はともに全部で少なくとも４つのフッ素原子により置換され、Ｒ1およびＲ2はともに
１つ以下の芳香環構造を含み、かつ化学式（Ｉ）の化合物はＳｉ－Ｏ結合を含まないとい
う条件で、ポリエーテル、酸フッ化物、オキシアセトアミド、もしくは炭酸塩ではない、
方法である。
【００３１】
　化学式（Ｉ）内のＲ1およびＲ2は、下記のＲ1’およびＲ2’と同じ一般的定義を有して
もよい。
【００３２】
　特定の実施形態では、Ｒ1およびＲ2の一方または両方は、アルキル、アルケニル、アル
キニル、シアノ、ハロ、ホルミル、ニトロ、ヒドロキシ、アルコキシ、－ＮＨ2、－Ｎ（
Ｈ）アルキル、－Ｎ（アルキル）2、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏアルキル、ハロ
アルキル、ヒドロキシアルキル、およびアルコキシアルキルからなる群から選択される、
０個、１個、または２個の置換基によって置換されてもよい。
【００３３】
　実施形態では、Ｒ1およびＲ2のうちの少なくとも１つが、－ＣＯＯＲA、－Ｃ（＝Ｏ）
ＲA、－ＯＨ、－ＮＲBＲCまたは－ＣＯＮＲBＲCにより置換され、式中ＲA、ＲB、および
ＲCは、水素、環式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20脂肪族、環式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20へテ
ロ脂肪族、環式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20アシル、Ｃ1～Ｃ20アリール、およびＣ1～Ｃ20

ヘテロアリールからなる群から独立に選択され、基は置換基であってもよく、非置換基で
あってもよい。
【００３４】
　例えば、ＲA、ＲBおよびＲCのうちの１つ以上は、アルキル、アルケニル、アルキニル
、シアノ、ハロ、ホルミル、ニトロ、ヒドロキシ、アルコキシ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ
（＝Ｏ）Ｏアルキル、ハロアルキル、ヒドロキシアルキル、およびアルコキシアルキルか
らなる群から選択される、０個、１個、または２個の置換基によって置換されてもよい。
【００３５】
　特定の実施形態では、毛髪は、化学式（Ｉ）によるアクリレート、またはメタクリレー
ト化合物を含む組成物により処理され、式中Ｒ1およびＲ2は、化学式（ＩＩ）による化合
物を産出するように選択され、
【００３６】
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【化３】

【００３７】
式中、Ｒ11は水素またはメチルであって、所望により１つ以上フッ素で置換したもの、お
よびＲ12は、環式もしくは非環式、置換もしくは非置換、分岐状もしくは非分岐状脂肪族
、環式もしくは非環式、置換もしくは非置換、分岐状もしくは非分岐状ヘテロ脂肪族、置
換もしくは非置換、分岐状もしくは非分岐状アシル、置換もしくは非置換アリール、およ
び置換もしくは非置換ヘテロアリールからなる群から選択されるラジカルであり、Ｒ12は
化学式（Ｉ）の「Ｘ」部分を含む。
【００３８】
　本発明の方法は、好適には約０．１重量％を超える、より好適には約０．０１重量％を
超える、さらにより好適には約０．０１重量％を超える、室温以上で活性化される加熱活
性化開始剤、および室温で活性である開始剤、からなる群から選択される、フリーラジカ
ル開始剤を含む組成物を塗布するステップを採用しない。
【００３９】
　本発明の方法は、約０．１重量％を超える、好適には約０．０１重量％を超える、さら
により好適には約０．００１重量％を超える、周辺光の下で活性化するｕｖ活性化フリー
ラジカル開始剤を含む組成物を塗布するステップを含むステップを、好適には採用しない
。
【００４０】
　特定の実施形態では、本発明の方法は、毒性の無い組成物を塗布するステップの後、約
１６０℃より高い温度を発する加熱源、さらにより、好適には約１２０℃より高い温度を
発する加熱源により毛髪を加熱するステップを含むステップを、好適には採用しない。
【００４１】
　好適な実施形態では、上述の化学式（Ｉ）のＲ12は、少なくとも４個のフッ素原子を含
む。
【００４２】
　好適な実施形態では、上述の化学式（Ｉ）の化合物は、２，２，３，３，４，４，５，
５－オクタフルオロ－１，６－ヘキシルジメタクリレート、２，２，３，３，４，４，５
，５－オクタフルオロ－１，６－ヘキシルジアクリレート、１Ｈ，１Ｈ，１１Ｈ－エイコ
サフルオロウンデシルアクリレート、１Ｈ，１Ｈ，１１Ｈ－エイコサフルオロウンデシル
メタクリレート、２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロール-１，６－ヘキ
シルジアクリレート、２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロ－１，６－ヘキ
シルジメタクリレート、２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロペンチルメタ
クリレート、２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロペンチルアクリレート、
２，２，３，３，４，４－ヘキサフルオロ－１，５－ペンチルジアクリレート、２，２，
３，３，４，４－ヘキサフルオロ－１，５－ペンチルジメタクリレート、１Ｈ，１Ｈ，７
Ｈ－ドデカフルオロヘプチルアクリレート、および１Ｈ，１Ｈ，７Ｈ－ドデカフルオロヘ
プチルメタクリレートからなる群から選択される。
【００４３】
　好適な実施形態では、化学式（Ｉ）の化合物は、オクタフルオロペンチルメタクリレー
トである。さらに、より好適には、化学式（Ｉ）による化合物は、
【００４４】
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【化４】

【００４５】
である。
【００４６】
　本明細書に記述された特徴における、上述の化学式（Ｉ）の化合物を含む毒性の無い組
成物に関する好適な実施形態は、上述の各個別の化合物にすべて適用可能である。例えば
、本発明の方法は、上述の各個別の化合物に対して適用され、該方法は、室温以上の温度
で活性化する加熱活性化開始剤、および室温で活性である開始剤からなる群から選択され
る、約０．０１重量％を超えるフリーラジカル開始剤含む組成物を塗布するステップを採
用しない。例えば、本発明の方法は、上述の各個別の化合物に対して適用され、該方法は
、毒性の無い組成物を塗布するステップの後、約１２０℃より高い温度を発する加熱源に
より毛髪を加熱するステップを採用しない
【００４７】
　本発明は、上述の化学式（Ｉ）の化合物を含む毒性の無い組成物を毛髪に塗布するステ
ップを含む頭髪を処理する方法もまた提供し、該方法は、該化合物を塗布するステップの
後、該毛髪をリンスするステップを含むステップを採用しない。好適には、方法は、化合
物を塗布した後、少なくとも３０分から数時間、例えば、約１時間、２時間、３時間、ま
たは４時間以内に毛髪をリンスするステップを含むステップを採用しない。
【００４８】
　本発明は、上述の化学式（Ｉ）の化合物を含む毒性の無い組成物を、該化合物の実質的
な重合化を含まない条件下で毛髪に塗布するステップを含む頭髪を処理する方法もまた提
供する。
【００４９】
　本発明のさらに別の実施形態は、化学式（Ｉ）の化合物、または美容的に許容できる賦
形剤を伴う活性成分としてのその混合物を含む毛髪を処理するための組成物を提供する。
化学式（Ｉ）のフッ素化された化合物、またはその混合物は、組成物の０．００１重量％
～２０重量％、好適には０．０１重量％～１０重量％、より好適には組成物の０．１重量
％～５重量％、さらにもっとも好適には組成物の約１重量％～約３重量％の量で供給され
てもよい。この組成物は、実質的にフリーラジカル開始剤、重合化開始剤、または実質的
な重合化を生じる重合化触媒の存在が欠如している。
【００５０】
　本発明は、本発明のヘアケア処方に基づく、毛髪の処理に使用されるキットもまた提供
する。別の態様では、本発明は、本発明の美容ヘアケア組成物および毛髪を処理する際の
組成物の取り扱い説明を含むキットを提供する。キットは、１回の使用または複数回の使
用に対して十分な処方を含んでもよい（例えば、約２回，３回，４回，５回，１０回，１
５回，２０回、または５０回）。キットは、以下の構成要素のいずれか、またはすべてを
含んでもよい。すなわち、ヘアケア組成物、チューブ、ボトル、スプレーボトル、ブラシ
、ヘアドライヤー、容器、および取り扱い説明書である。キットの処方は、ローション、
ムース、溶液、ジェル、ポマード、セラム、ワックス、乳液、懸濁液、ポンプ式のヘアス
プレー、エアゾルスプレー、および非エアゾルスプレー（例えば、噴霧機）としてパッケ
ージされていてもよい。ヘアケア処方は一般的に、輸送のため、および／または組成物の
塗布のために適切な容器内に便利なようにパッケージされている。例えば、組成物はポン
プスプレーボトル、またはスプレー缶の中に入れて提供されてもよい。特定の実施形態で
は、最終使用者によって使用されるために、本発明に従った使用のための取り扱い説明を
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添えて、キットは便利なようにパッケージされる。特定の実施形態では、キットは、処理
された毛髪で望ましい特性を作り出すために、適合される。キットは、ヘアダイ、シャン
プー、コンディショナー、ジェル、ムース、ポマード、セラム、ワックス等を含む他のヘ
アケア製品を含んでもよい。キットは、本発明のヘアケア組成物とともに、毛髪を処理す
るために必要なすべての材料もまた含んでもよい。キットは、ヘアスタイリストの店、ま
たは家庭で使用するために便利なようにパッケージされた材料を含んでもよい。
【００５１】
　特定の実施形態では、本発明のキットの取り扱い説明は、毒性の無い組成物を塗布した
後、約１６０℃を超える、好適には約１２０℃を超える温度を発する加熱源により毛髪を
加熱すること、化合物を塗布した後、少なくとも３０分から数時間、例えば、約１時間、
２時間、３時間、または４時間、以内に毛髪をリンスすることを指示しない。好適には、
キットは、効果的な量の、室温以上で活性化する加熱活性化開始剤、または室温で活性で
ある開始剤等の重合化開始剤を含む組成物を塗布する指示を含まない。好適な実施形態に
より、本発明によるキットとともに提供された取り扱い指示に従うことにより、化合物の
実質的な重合化は生じない。
【００５２】
　実質的な単量体化合物の重合化を起こさないようにするためには、１つ以上の重合化阻
害剤の添加、もはや十分な数のフリーラジカルがなくなるまで十分な時間待ちその効果で
の終了、反応物の内容物を冷却してフリーラジカルの反応性の制限、およびそれらの組み
合わせを含む数多くの手段がある。好適な手段は、例えばＮ，Ｎ－ジエチルヒドロキシラ
ミン、Ｎ－ニトロソジフェニルアミン、２，４－ジニトロフェニルヒドラジン、ｐ－フェ
ニレンエジアミン、フェナチアジン、アロオシメン、トリエチルフォスフェート、４－ニ
トロソフェノール、２－ニトロフェノール、ｐ－アミノフェノール、４－ヒドロキシテン
ポ（４－ヒドロキシ－２，２，６，６，テトラメチルピペリヂンイルオキシ、フリーラジ
カルとしても知られる）、ヒドロキノン、ｐ－メトキシヒドロキノン、ｔｅｒｔ－ブチル
－p－ヒドロキノン、２，５－ｄｉ－tert－ブチル－p－ヒドロキノン、１，４－ナフタレ
ンジオール、４－tert－ブチルカテコール、硫酸銅、硝酸銅、クレゾール、およびフェノ
ール等を含む、１つ以上の重合化阻害剤の添加に関与する。使用される場合、重合化阻害
剤または還元剤は、あらゆる重合化を実質的に停止するために有効な量、すなわち重合体
固体に対して一般的に２５～５０００百万分率（「ｐｐｍ」）、好適には５０～３５００
ｐｐｍ添加される。
【００５３】
　特定の実施形態によると、本発明は頭髪を処理する方法を提供し、化学式（Ｉ）の化合
物は、 
【００５４】
【化５】

【００５５】
の構造を有するエステルであり、式中Ｒ1およびＲ2は本明細書に定義された通りであり、
ＲAEが水素でないとき以外は、ＲAEはＲAと同等に定義される。
【００５６】
　特定の実施形態によると、本発明は頭髪を処理する方法もまた提供し、化学式（Ｉ）の
化合物は、
【００５７】
【化６】
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【００５８】
の構造を有するアルコールであり、式中Ｒ1およびＲ2は本明細書に定義された通りである
。
【００５９】
　別の実施形態では、本発明による組成物は、
【００６０】
【化７】

【００６１】
の構造を有するエーテルであり、式中Ｒ1、Ｒ2、およびＲAは本明細書に定義された通り
である。したがって、化学式（Ｉ）は、Ｒ1およびＲ2は独立に－ＯＲAによって置換され
てもよく、または置換されなくてもよく、式中ＲAは、環式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20脂肪
族、環式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20へテロ脂肪族、環式もしくは非環式Ｃ1～Ｃ20アシル、
Ｃ1～Ｃ20アリール、およびＣ1～Ｃ20ヘテロ脂肪族からなる群から選択され、これらのい
ずれかの基は置換基であってもよく、非置換基であってもよいように定義されてもよい。
化学式（Ｉ）による化合物が、単一のエーテル酸素を含むエーテルである場合、該化合物
は、２５℃において５ｍＰａより大きい粘度を有し、所望により１０ｍＰａより大きい粘
度を有し、さらに所望により２５℃において２０ｍＰａより大きい粘度を有する。好適な
実施形態では、該エーテル化合物は、該組成物中の別のフッ素を含む活性化合物の溶媒で
はない。
【００６２】
　同様に、好適な実施形態によると、本発明による組成物は、２つ以上のエーテル部分（
２つの隣接する炭素基の間に結合された酸素によって特徴付けられる）を含む化合物を含
まない。
【００６３】
　特定の実施形態によると、本発明は頭髪を処理する方法もまた提供し、化学式（Ｉ）の
化合物は、
【００６４】

【化８】

【００６５】
の構造を有するアミドであり、式中Ｒ1、Ｒ2、ＲB、およびＲCは本明細書に定義された通
りである。
【００６６】
　特定の実施形態によると、本発明は頭髪を処理する方法もまた提供し、化学式（Ｉ）の
化合物は、
【００６７】
【化９】

【００６８】
の構造を有するアミドであり、式中Ｒ1、Ｒ2、ＲB、およびＲCは本明細書に定義された通
りである。
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【００６９】
　具体的な官能基、および化学用語の定義は、より詳細に以下に記述される。本発明の目
的に対して、化学元素は、ＣＡＳ　ｖｅｒｓｉｏｎ、Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｃｈｅｍ
ｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｐｈｙｓｉｃｓ、７５th　Ｅｄ．の内表紙の元素周期律表により識
別され、具体的な官能基は、その中に記述されるように一般的に定義される。さらに、有
機化学の一般的原理、ならびに具体的な官能基および反応性は、Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｈｅ
ｍｉｓｔｒｙ、Ｔｈｏｍａｓ　Ｓｏｒｒｅｌｌ、Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｓｃｉｅｎｃｅ
　Ｂｏｏｋｓ、Ｓａｕｓａｌｉｔｏ、１９９９に記述されており、その内容全体は参照す
ることにより本明細書に組み込まれる。 
【００７０】
　本発明の特定の化合物は、特定の幾何学的形状または立方異性形状で存在する場合があ
る。本発明は、シス異性体およびトランス異性体、Ｅ－異性体およびＺ－異性体、Ｒ－鏡
像体およびＳ－鏡像体、ジアステレオマー、（ｄ）異性体、（ｌ）異性体、（＋）異性体
および（－）異性体、これらのラセミ混合物、ならびに他のこれらの混合物を含む、こう
したすべての化合物を本発明の範囲内に含まれることを意図する。追加的な非対象炭素原
子は、アルキル基等の置換体内に存在してもよい。こうしたすべての異性体、ならびにこ
れらの混合物は、本発明に含まれるように意図される。
【００７１】
　様々な異性体混合比のあらゆるものを含む異性体混合物は、本発明に従って、利用され
てもよい。例えば、２つだけの異性体が組み合わせられる場合、５０：５０、６０：４０
、７０：３０、８０：２０、９０：１０、９５：５、９６：４、９７：３、９８：２、９
９：１、または１００：０の異性体比を含む混合物は、本発明によりすべて意図される。
当業者は、類似の比がより複雑な異性体混合物に対して意図されることを容易に理解する
であろう。
【００７２】
　本明細書に記述されるように、化合物は、任意の数の置換基もしくは置換部分によって
置換されてもよい。一般に、本明細書の化学式に含まれる、「所望により」という用語が
前に付いても、もしくは付かなくても、「置換される」、および置換基という用語は、所
与の構造における、水素ラジカルの特定された置換基のラジカルによる交換を意味する。
任意の所与の構造において、１つ以上の位置が、特定の群から選択された１つ以上の置換
基によって置換され得る場合、置換基は、各位置において同じであっても、または異なっ
ていてもよい。本明細書で使用される場合、「置換される」という用語は、すべての許容
される有機化合物の置換基を含むことを含むことを意図する。幅広い態様では、許容でき
る置換基は、有機化合物の非環式および環式、分岐状および非分岐、炭素環式および複素
環式、芳香および非芳香置換基を含む。本発明の目的に対して、窒素等のヘテロ原子は水
素置換基および／または本明細書に記述されたへテロ原子の原子価を満足する任意の許容
できる有機化合物の置換基を有してもよい。さらに、本発明は、いかなる様式でも、許容
される有機化合物の置換基により制限されることを意図しない。本明細書で使用される場
合、「安定」という用語は、好適には、製造するために十分な安定性を有し、かつ該化合
物の完全性を認知できる十分な時間の間維持する化合物を意味し、ならびに好適には十分
長い時間の間、本明細書に記述された目的のために有用であることを意味する。
【００７３】
　本明細書で使用される場合、「アシル」という用語は、－Ｃ（Ｏ）Ｒの一般式を有する
基を意味し、式中Ｒは、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、炭素環式、ヘテ
ロ環式、または芳香族へテロ環式である。アシル基の一例は、アセチルである。
【００７４】
　本明細書で使用される場合、「脂肪族」という用語は、所望により１つ以上の官能基に
より置換された、飽和および不飽和の両方、直鎖（すなわち、非分岐状）、分岐状、非環
式、環式、または多環式脂肪族炭化水素を含む。当業者によって理解されるように、「脂
肪族」は、本明細書で意図されるように、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロア
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ルキル、シクロアルケニル、およびシクロアルキニル部分を含むがこれに限らない。した
がって、本明細書で使用される場合、「アルキル」という用語は、直鎖、分岐状、および
環式アルキル基を含む。類似の方式が、「アルケニル」、「アルキニル」および同様のも
のの他の一般名称にも適用される。さらに、本明細書で使用される場合、「アルキル」、
「アルケニル」、「アルキニル」および同様のものの用語は、置換基および非置換基の両
方を包含する。特定の実施形態では、本明細書で使用される場合、「低級アルキル」は、
１個～６個の炭素原子を有するアルキル基（環式、非環式、置換、非置換、分岐状、非分
岐状）を示すために使用される。 
【００７５】
　本明細書で使用される場合、「アルキル」という用語は、１個～２０個の炭素原子を含
む炭化水素部分から単一の水素原子を取り除くことによって生じる、飽和、直鎖、もしく
は分鎖状炭化水素ラジカルを意味する。一部の実施形態では、本発明で採用されたアルキ
ル基は１個～１０個の炭素原子を含む。別の実施形態では、採用されたアルキル基は1個
～８個の炭素原子を含む。さらに他の実施形態では、アルキル基は1個～６個の炭素原子
を含む。さらに別の実施形態では、アルキル基は1個～４個の炭素原子を含む。アルキル
ラジカルの例には、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブ
チル、ｓｅｃ－ブチル、ｓｅｃ－ペンチル、イソペンチル、ｔｅｒｔ－ブチル、ｎ－ペン
チル、ネオペンチル、ｎ－ヘキシル、ｓｅｃ－ヘキシル、ｎ－ヘプチル、ｎ－オクチル、
ｎ－デシル、ｎ－ウンデシル、ドデシル、および同様のもので、１つまたは２つの置換基
を有していてもよいものを含むがこれに限らない。
【００７６】
　本明細書で使用される場合、「アルコキシ」という用語は、親分子部分に酸素原子を通
して結合した、飽和（すなわち、アルキル－Ｏ－）基、または不飽和（すなわちアルケニ
ル－Ｏ－、およびアルキニル－Ｏ－）基を意味する。特定の実施形態では、アルキル基は
１個～２０個の脂肪族炭素原子を含む。他の特定の実施形態では、本発明で採用されたア
ルキル基、アルケニル基、およびアルキニル基は1個～８個の脂肪族炭素原子を含む。さ
らに他の実施形態では、アルキル基は１個～６個の脂肪族炭素原子を含む。さらに他の実
施形態では、アルキル基は１個～４個の脂肪族炭素原子を含む。例には、メトキシ、エト
キシ、プロポキシ、イソプロポキシ、ｎ－ブトキシ、ｔｅｒｔ－ブトキシ、ｉ－ブトキシ
、ｓｅｃ－ブトキシ、ネオペントキシ、ｎ－ヘキソシキ、および同様のものを含むがこれ
に限らない。
【００７７】
　本明細書で使用される場合、「アルケニル」という用語は、単一の水素原子の除去によ
る、少なくとも１つの炭素－炭素二重結合を有する、炭化水素部分から生じる１価の基を
意味する。特定の実施形態では、本発明で採用されたアルケニル基は１個～２０個の炭素
原子を含む。一部の実施形態では、本発明で採用されたアルケニル基は１個～１０個の炭
素原子を含む。別の実施形態では、採用されたアルケニル基は1個～８個の炭素原子を含
む。さらに他の実施形態では、アルケニル基は１個～６個の炭素原子を含む。さらに別の
実施形態では、アルケニル基は１個～４個の炭素を含む。アルケニル基は、例えば、エテ
ニル、プロペニル、ブテニル、１－メチルｌ－２－ブテン－１－イル、および同様のもの
を含む
【００７８】
　本明細書で使用される場合、「アルキニル」という用語は、単一の水素原子の除去によ
る、少なくとも１つの炭素－炭素三重結合を有する、炭化水素から生じる１価の基を意味
する。特定の実施形態では、本発明で採用されたアルキニル基は１個～２０個の炭素原子
を含む。一部の実施形態では、本発明で採用されたアルキニル基は１個～１０個の炭素原
子を含む。別の実施形態では、採用されたアルキニル基は１個～８個の炭素原子を含む。
さらに他の実施形態では、アルキニル基は１個～６個の炭素原子を含む。代表的なアルキ
ニル基は、エチニル、２－プロピニル（プロパルギル）、１－プロピニ、および同様のも
のを含むがこれに限らない。
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【００７９】
　本明細書で使用される場合、「アルキルアミノ」、「ジアルキルアミノ」、および「ト
リアルキルアミノ」という用語は、それぞれ１個、２個、または３個の、前述のように定
義したような、親分子部分に窒素原子を通して結合したアルキル基を意味する。「アルキ
ルアミノ」という用語は、－ＮＨＲ′構造を有する基を意味し、式中Ｒ′は前述のように
定義されたアルキル基であり、「ジアルキルアミノ」という用語は、－ＮＲ′Ｒ″構造を
有する基を意味し、式中Ｒ′およびＲ″は、アルキル基からなる群から各々独立に選択さ
れる。「トリアルキルアミノ」という用語は、－ＮＲ′Ｒ″Ｒ″′構造を有する基を意味
し、式中Ｒ′、Ｒ″およびＲ″′は、アルキル基からなる群から各々独立に選択される。
特定の実施形態では、アルキル基は１個～２０個の脂肪族炭素原子を含む。特定の他の実
施形態では、アルキル基は１個～１０個の脂肪族炭素原子を含む。さらに他の実施形態で
は、アルキル基は１個～８個の脂肪族炭素原子を含む。またさらに他の実施形態では、ア
ルキル基は１個～６個の脂肪族炭素原子を含む。さらに他の実施形態では、アルキル基は
１個～４個の脂肪族炭素原子を含む。加えて、Ｒ′、Ｒ″、および／またはＲ′″はとも
に、所望により－（ＣＨ2）k－であってもよく、式中ｋは２から６の整数である。例には
、メチルアミノ、ジメチルアミノ、エチルアミノ、ジエチルアミノ、ジエチルアミノカル
ボニル、メチルエチルアミノ、イソプロピルアミノ、ピペリジノ、トリメチルアミノ、お
よびプロピルアミノを含むがこれに限らない。
【００８０】
　「アルキルチオエーテル」および「チオアルコキシル」という用語は、親分子部分に硫
黄原子を通して結合した、飽和（すなわち、アルキル－Ｓ－）基、または不飽和（すなわ
ちアルケニル－Ｓ－、およびアルキニル－Ｓ－）基を意味する。特定の実施形態では、ア
ルキル基は１個～２０個の脂肪族炭素原子を含む。特定の他の実施形態では、アルキル基
は１個～１０個の脂肪族炭素原子を含む。さらに他の実施形態では、アルキル基、アルケ
ニル基、およびアルキニル基は１個～８個の脂肪族炭素原子を含む。さらに他の実施形態
では、アルキル基、アルケニル基、およびアルキニル基は１個～６個の脂肪族炭素原子を
含む。またさらに他の実施形態では、アルキル基、アルケニル基、およびアルキニル基は
１個～４個の脂肪族炭素原子を含む。チオアルコキシル部分の例には、メチルチオ、エチ
ルチオ、プロピルチオ、イソプロピルチオ、ｎ－ブチルチオ、および同様のものを含むが
これに限らない。
【００８１】
　本発明の化合物の上述の脂肪族（およびその他の）部分の置換基の一部の例には、脂肪
族、ヘテロ脂肪族、アリール、ヘテロアリール、アリールアルキル、ヘテロアリールアル
キル、アルコキシ、アリロキシ、ヘテロアルコキシ、ヘテロアリールオキシ、アルキルチ
オ、アリールチオ、ヘテロアルキルチオ、ヘテロアリールチオ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、－
ＯＨ、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＨＣｌ2、－ＣＨ2ＯＨ、－ＣＨ2ＣＨ2ＯＨ、－ＣＨ2ＮＨ2

、－ＣＨ2ＳＯ2ＣＨ3、－Ｃ（Ｏ）Ｒx、－ＣＯ2（Ｒx）、－ＣＯＮ（Ｒx）2、－ＯＣ（Ｏ
）Ｒx、－ＯＣＯ2Ｒx、－ＯＣＯＮ（Ｒx）2、－Ｎ（Ｒx）2、－Ｓ（Ｏ）2Ｒx、－ＮＲx（
ＣＯ）Ｒx を含むがこれに限らず、式中、Ｒxは記されるたびごとに独立に、脂肪族、ヘ
テロ脂肪族、アリール、ヘテロアリール、アリールアルキル、またはヘテロアリールアル
キルを含むがこれに限らず、上述のおよび本明細書に記述された脂肪族、ヘテロ脂肪族、
アリールアルキル、またはヘテロアリールアルキル置換基のいずれかは、置換もしくは非
置換でもよく、分岐状もしくは非分岐状でもよく、環式でも非環式でもよく、かつ上述の
および本明細書に記述されたアリールもしくはヘテロアリール置換基のいずれかは、置換
もしくは非置換であってもよい。一般的に適用可能な置換基の追加的な例は、本明細書に
記述された実施例に示された特定の実施形態によって示される。
【００８２】
　一般的に、本明細書で使用される場合、「アリール」および「ヘテロアリール」という
用語は、好適には３～１４の炭素原子を有し、各々が置換もしくは非置換であってもよい
、安定した、単環式、または多環式、複素環式、多環式、および複素多環式不飽和部分を
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意味する。置換基は、上述のあらゆる置換基、すなわち、脂肪族部分、または本明細書に
記述された他の部分に対して述べた置換基で、結果として安定した化合物を形成するもの
を含むがこれに限らない。本発明の特定の実施形態では、「アリール」は、フェニル、ナ
フチル、テトラヒドロナフチル、インダニル、インデニル、および同様のものを含むがこ
れに限らない、１個または２個の芳香環を有する、単環式または二環式の炭素環式環系を
意味する。本発明の特定の実施形態では、本明細書で使用される場合、「ヘテロアリール
」という用語は、その１個の環原子がＳ、Ｏ、およびＮから選択され、０個、１個、また
は２個の、環原子がＳ、Ｏ、およびＮから独立に選択される追加のヘテロ原子であり、残
りの環原子が炭素である、５個～１０個の環原子を有する環式芳香ラジカルであり、該ラ
ジカルが、例えば、ピリジル、ピラジニル、ピリミジニル、ピロリル、ピラゾリル、イミ
ダゾリル、チアゾリル、オキサゾリル、イソオキサゾリル、チアジアゾリル、オキサジア
ゾリル、チオフェニル、フラニル、キノリニル、イソキノリニル、および同様のもの等の
任意の環原子を介して残りの分子と結合するものを意味する。
【００８３】
　アリール基およびヘテロアリール基は、非置換または置換である可能性があり、置換は
、そのうちの１個、２個、３個、またはそれ以上の水素原子と、１個以上の下記の部分の
いずれかとの独立な交換を含むが、これに限らないことを理解されたい。すなわち、脂肪
族、ヘテロ脂肪族、アリール、ヘテロアリール、アリールアルキル、ヘテロアリールアル
キル、アルコキシ、アリロキシ、ヘテロアルコキシ、ヘテロアリールオキシ、アルキルチ
オ、アリールチオ、ヘテロアルキルチオ、ヘテロアリールチオ、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、
－Ｉ、－ＯＨ、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＨＣｌ2、－ＣＨ2ＯＨ、－ＣＨ2ＣＨ2ＯＨ、－Ｃ
Ｈ2ＮＨ2、－ＣＨ2ＳＯ2ＣＨ3、－Ｃ（Ｏ）Ｒx、－ＣＯ2（Ｒx）、－ＣＯＮ（Ｒx）2、－
ＯＣ（Ｏ）Ｒx、－ＯＣＯ2Ｒx、－ＯＣＯＮ（Ｒx）2、－Ｎ（Ｒx）2、－Ｓ（Ｏ）2Ｒx、
－ＮＲx（ＣＯ）Ｒx であり、式中、Ｒxは記されるたびごとに独立に、脂肪族、ヘテロ脂
肪族、アリール、ヘテロアリール、アリールアルキル、またはヘテロアリールアルキルを
含むがこれに限らず、上述のおよび本明細書に記述された脂肪族、ヘテロ脂肪族、アリー
ルアルキル、またはヘテロアリールアルキル置換基のいずれかは、置換もしくは非置換で
もよく、分岐状もしくは非分岐状でもよく、環式でも非環式でもよく、かつ上述のおよび
本明細書に記述されたアリールもしくはヘテロアリール置換基のいずれかは、置換もしく
は非置換であってもよい。一般的に適用可能な置換基の追加的な例は、本明細書に記述さ
れた実施例に示された特定の実施形態によって示される。
【００８４】
　本明細書で使用される場合、「カルボン酸」という用語は、化学式－ＣＯ2Ｈの基を意
味する。
【００８５】
　本明細書で使用される場合、「ハロ」および「ハロゲン」という用語は、フッ素、塩素
、臭素、ヨウ素から選択される原子を意味する。
【００８６】
　「ハロアルキル」という用語は、それに結合された１個、２個、または３個のハロゲン
原子を有する、上述のようなアルキル基を意味し、クロロメチル、ブロモエチル、トリフ
ルオロメチル、および同様のもののような基によって例示される。
【００８７】
　本明細書で使用される場合、「ヘテロ脂肪族」という用語は、１個以上の酸素、硫黄、
窒素、リン、またはケイ素原子を、例えば炭素原子の位置に、含む脂肪族部分を意味する
。ヘテロ脂肪族部分は、分岐状、非分岐状、環式もしくは非環式であってもよく、モルホ
リノ、ピロリジニル等の飽和および不飽和複素環式を含んでもよい。特定の実施形態では
、ヘテロ脂肪族部分はその内の１つ以上の水素原子を、１つ以上の部分で、脂肪族、ヘテ
ロ脂肪族、アリール、ヘテロアリール、アリールアルキル、ヘテロアリールアルキル、ア
ルコキシ、アリロキシ、ヘテロアルコキシ、ヘテロアリールオキシ、アルキルチオ、アリ
ールチオ、ヘテロアルキルチオ、ヘテロアリールチオ、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、－
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ＯＨ、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＦ3、－ＣＨ2ＣＦ3、－ＣＨＣｌ2、－ＣＨ2ＯＨ、－ＣＨ2

ＣＨ2ＯＨ、－ＣＨ2ＮＨ2、－ＣＨ2ＳＯ2ＣＨ3、－Ｃ（Ｏ）Ｒx、－ＣＯ2（Ｒx）、－Ｃ
ＯＮ（Ｒx）2、－ＯＣ（Ｏ）Ｒx、－ＯＣＯ2Ｒx、－ＯＣＯＮ（Ｒx）2、－Ｎ（Ｒx）2、
－Ｓ（Ｏ）2Ｒx、－ＮＲx（ＣＯ）Ｒxを含むがこれに限らない独立な交換物によって置換
され、式中、Ｒxは記されるたびごとに独立に、脂肪族、ヘテロ脂肪族、アリール、ヘテ
ロアリール、アリールアルキル、またはヘテロアリールアルキルを含むがこれに限らず、
上述のおよび本明細書に記述された脂肪族、ヘテロ脂肪族、アリールアルキル、またはヘ
テロアリールアルキル置換基のいずれかは、置換もしくは非置換でもよく、分岐状もしく
は非分岐状でもよく、環式でも非環式でもよく、かつ上述のおよび本明細書に記述された
アリールもしくはヘテロアリール置換基のいずれかは、置換もしくは非置換であってもよ
い。一般的に適用可能な置換基の追加的な例は、本明細書に記述された実施例に示された
特定の実施形態によって示される。
【００８８】
　本明細書で使用される場合、「複素環式」という用語は、芳香もしくは非芳香、部分的
に不飽和もしくは完全に飽和の、３から８原子のサイズの単環ならびに二環式および三環
式の、芳香５員環もしくは６員環のアリールまたは非芳香環に融合した芳香複素環式基を
含んでもよい、環系を含む、３～１０員環の環系を意味する。これらの複素環式環は、酸
素、硫黄、および窒素から独立に選択される１個～３個のヘテロ原子を有するものを含み
、窒素へテロ原子および硫黄へテロ原子は、所望により酸化されてもよく、かつ窒素ヘテ
ロ原子は所望により四級化されてもよい。一部の実施形態では、複素環式という用語は、
非芳香、５員環、６員環、または７員環の環式または多環式基を意味し、少なくとも１つ
の環原子は、Ｏ、Ｓ、およびＮ（窒素および硫黄へテロ原子は、所望により酸化されても
よい）から選択されるヘテロ原子であり、酸素、硫黄、および窒素から独立に選択される
１個～３個のヘテロ原子を有する融合した６員環の環を含む、二環式基または三環式基を
含むがこれに限らず、（ｉ）各５員環の環は０個～２個の２重結合を有し、各６員環の環
は０個～２個の２重結合を有し、かつ各７員環の環は０個～３個の２重結合を有し、（ｉ
ｉ）窒素および硫黄へテロ原子は、所望により酸化されてもよく、（ｉｉｉ）窒素へテロ
原子は所望により四級化されてもよく、かつ（ｉｖ）上述の複素環式の環のいずれかはア
リールまたはヘテロアリール環と融合してもよい。
【００８９】
　本明細書で使用される場合、「芳香族ヘテロアリール」という用語は、その１個の環原
子が硫黄、酸素、および窒素から選択され、０個、１個、または２個の、環原子が硫黄、
酸素、および窒素から独立に選択される追加のヘテロ原子であり、残りの環原子が炭素で
ある、５個～１０個の環原子を有する環式芳香ラジカルであり、該ラジカルが、例えば、
ピリジル、ピラジニル、ピリミジニル、ピロリル、ピラゾリル、イミダゾリル、チアゾリ
ル、オキサゾリル、イソオキサゾリル、チアジアゾリル、オキサジアゾリル、チオフェニ
ル、フラニル、キノリニル、イソキノリニル、および同様のもの等の任意の環原子を介し
て残りの分子と結合するものを意味する。芳香複素環式基は、置換基が、分岐状および非
分岐状のアルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、アルコキシ、チオアルコキ
シ、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、トリアルキルアミノ、アシルアミノ、
シアノ、ヒドロキシ、ハロ、メルカプト、ニトロ、カルボキシアルデヒド、カルボキシ、
アルコキシカルボニル、およびカルボキシアミドからなる群から選択される非置換または
置換であることができる。
【００９０】
　本発明の化合物に含まれてもよい、具体的な複素環式および芳香複素環式基は、以下の
ものから生じたラジカルを含む。すなわち、３－メチル－４－（３－メチルフェニル）ピ
ペラジン、３－メチルピペラジン、４－（ｂｉｓ－（４－フルオロフェニル）メチル）ピ
ペラジン、４－（ジフェニルメチル）ピペラジン、４－（エトキシカルボニル）ピペラジ
ン、４－（エトキシカルボニルメチル）ピペラジン、４－（フォニルメチル）ピペラジン
、４－（１－フェニルエチル）ピペラジン、４－（１，１－ジメチルエトキシカルボニル
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）ピペラジン、４－（２－（ｂｉｓ－（２－プロペニル）アミノ）エチル）ピペラジン、
４－（２－（ジエチルアミノ）エチル）ピペラジン、４－（２－クロロフェニル）ピペラ
ジン、４－（２－シアノフェニル）ピペラジン、４－（２－エトキシフェニル）ピペラジ
ン、４－（２－エトキシフェニル）ピペラジン、４－（２－エチルフェニル）ピペラジン
、４－（２－フルオロフェニル）ピペラジン、４－（２－ヒドロキシエチル）ピペラジン
、４－（２－メトキシエチル）ピペラジン、４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン、
４－（２－メチルフェニル）ピペラジン、４－（２－メチルチオフェニル）ピペラジン、
４－（２－ニトロフェニル）ピペラジン、４－（２－ニトロフェニル）ピペラジン、４－
（２－フェニルエチル）ピペラジン、４－（２－ピリジル）ピペラジン、４－（２－ピリ
ミジニル）ピペラジン、４－（２，３－ジメチルフェニル）ピペラジン、４－（２，４－
ジフルオロフォエニル）ピペラジン、４－（２，４－ジメトキシフェニル）ピペラジン、
４－（２，４－ジメチルフェニル）ピペラジン、４－（２，５－ジメチルフェニル）ピペ
ラジン、４－（３－クロロフェニル）ピペラジン、４－（３－メチルフェニル）ピペラジ
ン、４－（３，４－ジクロロフェニル）ピペラジン、４－（３，４－ジメトキシフェニル
）ピペラジン、４－（３，４－ジメチルフェニル）ピペラジン、４－（３，４－メチレン
ジオキシフェニル）ピペラジン、４－（３，４，５－トリメトキシフェニル）ピペラジン
、４－（３，５－ジクロロフェニル）ピペラジン、４－（３，５－ジメトキシフェニル）
ピペラジン、４－（４－（フェニルメトキシ）フェニル）ピペラジン、４－（４－（３，
１－ジメチルエチル）フェニルメチル）ピペラジン、４－（４－クロロフェニル）－３－
メチルピペラジン、４－（４－クロロフェニル）ピペラジン、４－（４－クロロフェニル
）ピペラジン、４－（４－クロロフェニルメチル）ピペラジン、４－（４－フルオロフェ
ニル）ピペラジン、４－（４－メトキシフェニル）ピペラジン、４－（４－メチルフェニ
ル）ピペラジン、４－（４－ニトロフェニル）ピペラジン、４－シクロヘキシルピペラジ
ン、４－エチルピペラジン、４－ヒドロキシ－４－（４－クロロフェニル）メチルピペラ
ジン、４－ヒドロキシ－４－フェニルピペラジン、４－ヒドロキシピロリジン、４－メチ
ルピペラジン、４－フェニルピペラジン、４－ピペリジニルピペラジン、４－（２－フラ
ニル）カルボニル）ピペラジン、４－（（１，３－ジオキソラン－５－イル）メチル）ピ
ペラジン、６－フルオロ－１，２，３，４－テトラヒドロ－２－メチルキノリン、１，４
－ジアザシクロヘプタン、２，３ジヒドロインドリル、３，３ジメチルピペリジン、４，
４－エチレンジオキシピペリラジン、１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン、１，
２，３，４－テトラヒドロキノリン、アザシクロオクタン、デカヒドロキノリン、ピペラ
ジン、ピペリジン、ピロリジン、チオモルフォリン、およびトリアゾールである。
【００９１】
　上述にかかわらず、好適な実施形態に従う、本発明による毛髪を処理するための組成物
は１個以上の芳香環構造を有する化合物を含まない。好適には、化合物は融合した芳香環
を含まない。
【００９２】
　本明細書で使用される場合、「カルバモイル」という用語は、化学式－ＣＯＮＨ2のア
ミド基を意味する。
【００９３】
　本明細書で使用される場合、「カルボニルジオキシル」という用語は、化学式－Ｏ－Ｃ
Ｏ－ＯＲの炭酸塩基を意味する。
【００９４】
　本明細書で使用される場合、「炭化水素」という用語は、水素および炭素を含むあらゆ
る化学基を意味する。炭化水素は、置換でも非置換でもよい。炭化水素は、不飽和、飽和
、分岐状、非分岐状、環式、多環式、または複素環式でもよい。例示的な炭化水素には、
例えば、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、シクロプロピル、アリール、ビ
ニル、ｎ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、エチニル、シクロヘキシル、メトキシ、ジエチル
アミノ、および同様のものを含む。当業者には既知のように、すべての価数は、任意の置
換基を作るように満足されなければならない。
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【００９５】
　本明細書で使用される場合、「所望により」という用語が前に付いても付かなくても、
「置換される」という用語は、当業者により理解されるように、１つの官能基を、すべて
の原子の価数を満たすという条件で、他の官能基と、取り替える能力を意味する。任意の
所与の構造において、１つ以上の位置が、特定の群から選択された１つ以上の置換基によ
って置換され得る場合、置換基は、各位置において同じであっても、または異なっていて
もよい。置換基は、さらに置換されてもまたよい（例えば、アリール基の置換基は、１つ
以上の位置でフッ素とさらに置換された他のアリール基等の、他のそれの置換基を有して
もよい）。
【００９６】
　本明細書で使用される場合、「チオヒドロキシル」および「チオール」という用語は、
化学式－ＳＨの基を意味する。
【００９７】
　本明細書で使用される場合、その中に各有効水素がフッ素で置き換えられた部分を含む
場合、化合物は「過フッ素化」している。従って、トリフルオロメチル基を含む化合物は
、過フッ素化していて、非過フッ素化しているとみなすことはできない。各有効水素がフ
ッ素により置換された化合物は、過フッ素化していて、化合物がメチル基を含んでいても
、含んでいなくても、非過フッ素化しているとはみなされない。
【００９８】
　本明細書で使用される場合、文中に明確にそうでないと記載されていない限り、単数形
、前置詞「ａ」、前置詞「ａｎ」、および前置詞「ｔｈｅ」は、複数を含む。従って、例
えば、「単量体」に対する言及は、複数の単量体のような複数も含む。
【００９９】
　「動物」：本明細書で使用される場合、動物という用語は、ヒト、ならびに、哺乳類、
鳥類、爬虫類、両生類、および魚類、を含む、ヒトでない動物を意味する。好適には、ヒ
トでない動物は、哺乳類（例えば、齧歯類、マウス、ラット、ウサギ、サル、イヌ、ネコ
、霊長類、またはブタ）である。動物は、家畜化した動物であってもよい。特定の実施形
態では、動物は、ヒトである。動物は、遺伝子組み換えした動物であってもよい。
【０１００】
　「生体適合性」：本明細書で使用される場合、「生体適合性」という用語は、組織に対
して毒性の無い化合物を記述することを意図する。「生体適合性」のある化合物とは、こ
れを組織に対して体外から添加した場合、結果として２０％以下の組織が死滅する化合物
である。体内への投与は、炎症、ガン、出生異常、神経毒性、または他のこうした有害な
副作用を生じない。
【０１０１】
　「生分解性」：本明細書で使用される場合、「生分解性」化合物は、組織内に導入され
たとき、細胞機構、または加水分解により成分に分解されるものであり、組織に対する識
別できる毒性のある影響無しに、組織はこの成分を再利用、または廃棄のいずれかをする
ことができる（すなわち、成分が体外から組織に添加されたときに約２０％未満の組織が
死滅する）。該成分は、好適には、体内では、炎症、ガン、出生異常、神経毒性、または
他のこうした有害な副作用を生じない。特定の好適な実施形態では、生分解性化合物の分
解に依存する化学反応は、触媒作用を及ぼさない。例えば、本発明の材料は、架橋結合し
た材料にみられるエステル結合の加水分解により分解する場合がある。
【０１０２】
　「ケラチン」：本明細書で使用される場合、「ケラチン」という用語は、毛髪、羊毛、
および爪に見られる繊維状構造のタンパク質の類のいずれか１つを意味する。ケラチンタ
ンパク質は、大量のシステイン残基を含む。ヒトの毛髪は、ジスルフィド架橋によって架
橋結合した、約１５％システイン残基である。らせん状のケラチン分子は、互いに絡み合
って、中間径フィラメントと呼ばれる細長い房を形成する。
【０１０３】



(19) JP 5701605 B2 2015.4.15

10

20

30

40

50

　「単量体」：本明細書で使用される場合、「単量体」は、他の単量体と共有結合で結び
ついて重合体を形成する能力を持つ化合物である。単量体の例として、アクリレート、メ
タクリレート、エポキシド含有化合物、スチレン、およびビニルアルコールが挙げられる
。特定の実施形態では、本発明に対して有用な単量体は、フリーラジカル重合化の影響を
受けやすい。
【０１０４】
　「オリゴマー」：本明細書で使用される場合、「オリゴマー」という用語は、共有結合
により結合した有限な数の構造単位を有する化合物を意味する。オリゴマーは、対応する
重合体よりも少ない単量体ユニットを有する。オリゴマーは、その構造を作り上げる、少
なくとも３個、一般的には最高１００個の単量体ユニットを有する。
【０１０５】
　「ペプチド」または「タンパク質」：本明細書で使用される場合、「ペプチド」または
「タンパク質」は、ペプチド結合により互いに結合した少なくとも３個のアミノ酸の鎖を
含む。「タンパク質」および「ペプチド」は、同じ意味で使われてもよい。ペプチドは、
個々のペプチド、またはペプチドの集合体を意味する場合がある。発明のペプチドは、好
適には、天然アミノ酸のみを含むが、非天然アミノ酸（すなわち、天然には生じないが、
ポリペプチド鎖に組み込むことが可能な化合物）、および／または当該技術分野で既知の
アミノ酸類似体は、相互交換的に採用されてもよい。また、発明のペプチドの中の１つ以
上のアミノ酸は、例えば、炭水化物群、リン酸基、ファルネシル基、イソファルネシル基
、脂肪酸基、共役、機能化、または他の改質のためのリンカー等の化学物質の付加により
改造されていてもよい。好適な実施形態では、ペプチドの改造は、より安定したペプチド
（例えば体内での半減期の増大）を導出する。これらの改造は、ペプチドの環化、Ｄ－ア
ミノ酸の組み込み等を含んでもよい。改造のいずれも、ペプチドの望まれる生物的活動と
実質的に干渉しない。
【０１０６】
　「重合体」：本明細書で使用される場合、「重合体」という用語は、共有結合により結
合した、繰り返し構造単位（単量体）の化合物を意味する。重合体は、一般的に分子量が
高く、数十、数百、数千、またはさらに多くの単量体を含む場合がある。複数のメチレン
基を有するＣ20等の脂肪族基は、重合体とはみなされない。
【０１０７】
活性ヘアケア成分
　様々な活性ヘアケア成分が、フッ素化された小さい有機分子を含む、本発明の美容ヘア
ケア組成物に使用されてもよい。化合物の組み合わせは、毛髪を処理し、これにより異な
る美容効果を作り出すために使用されてもよい。幅広い種類の化合物を使用できることに
より、毛髪の処理によって、上述のような対象物の毛髪に対する望ましい効果を含む、様
々な望ましい特徴を達成することを可能にもする。
【０１０８】
　好適な実施形態では、本発明の組成物、および方法は、シリコーンを含む組成物の利点
を、その欠点の多くを伴わずに利用できるようにする。従って、本発明の組成物および方
法は、好適にはまったくシリコーン化合物（すなわち、Ｓｉ－Ｏ結合を含むもの）を採用
せず、好適には該化合物および方法は、このようなシリコーン化合物を１０重量／体積％
未満採用し、好適にはこのようなシリコーン化合物を１重量／体積％未満採用し、より好
適には０．５重量／体積％未満であり、より好適には０．２重量／体積％未満であり、よ
り好適には０．１重量／体積％未満であり、より好適には０．０５重量／体積％未満であ
り、より好適には０．０１重量／体積％未満であり、かつさらにより好適には０．００１
重量／体積％未満である。
【０１０９】
　本発明の組成物および方法に採用される好適な化合物は、例えば、体内で重合化する組
成物と対照的に、毒性が無く、毛髪もしくは皮膚に対して無害で、かつ毛髪にざらざらし
た感触を残さない、もしくは毛髪の脱色を生じない。さらに、好適な発明の組成物および



(20) JP 5701605 B2 2015.4.15

10

20

30

40

50

方法は、フリーラジカル重合化剤、または還元剤もしくは酸化剤のいずれかを伴う毛髪の
前処理剤もしくは後処理剤に依存しない。特定の実施形態では、発明の組成物および方法
は、フリーラジカル開始剤、重合化開始剤、または重合化触媒を採用しない。特定の実施
形態では、発明の組成物および方法は、約０．００１重量％を超えない、より好適には、
約０．０１重量％未満の、さらにより好適には、約０．１重量％未満のフリーラジカル開
始剤、重合化開始剤、または重合化触媒を採用しない特定の実施形態では、１モルの単量
体に対して、１モル当たり約０．００１を超えないフリーラジカル開始剤、重合化開始剤
、または重合化触媒を有する。したがって、発明の組成物および方法は、好適には約０．
００１重量％を超える、より好適には、約０．０１重量％を超えない、さらにより好適に
は、約０．１重量％を超えない、過酸化物、過酸、過酸化物生成系、ペルオキソ一硫酸、
ペルオキソ二硫酸、ジアゾ化合物、レドックス系触媒（ＮＨ4Ｓ2Ｏ8／ＮａＨＳＯ3、Ｈ2

Ｏ／Ｆｅ3+、Ｓ2Ｏ8
-2／ＲＳＨ、Ｆｅ3+／ＨＳＯ3

-、Ｃｅ+4／ＲＯＨ、ＫＭｎＯ4／クエ
ン酸、亜硫酸ナトリウム等）を採用しない。
【０１１０】
　特定のシアノアクリレートとは対照的に、本発明の好適な組成物は、シアノアクリレー
トに対するように単量体を生体液または生体組織からの水分に接触によるように、単純に
単量体を水分に暴露されただけでは容易には重合化しない、単量体を採用する。実際、本
発明の単量体は、例えば、担体として９０％を超える水を含む、水性担体を使用した安定
した組成物として処方されていてもよい。本発明の単量体は、シアノアクリレートではな
い。
【０１１１】
　本発明の組成物の使用は、単純で容易である。好適には、本発明の組成物は、洗髪され
た直後の毛髪に塗布される。毛髪を完全に乾燥させる必要はなく、むしろ毛髪はタオルで
拭った程度の乾燥であってもよく、毛髪に水分が残っていてもよく、水が滴るほど濡れて
いてもよい。本発明の組成物を、例えば、櫛またはブラシを使用して、毛髪に塗布し、か
つ毛髪に入れ込み、その後、好適には従来のヘアドライヤーからの熱を使用して、さらに
より好適には１６０℃以下の温度を発する加熱源を使用して、さらにより好適には１２０
℃以下の温度を発する加熱源を使用して、毛髪を風で乾かす。クリームの組成物の場合、
クリームを毛髪の端部に組み込み、その後組成物は毛髪の長さの残部に組み込むことが推
奨される。本発明の組成物を毛髪に塗布した後、リンスするステップは必要なく、実際、
好適にはリンスするステップが無い。
【０１１２】
　本発明に対して有用な化合物は、一般的に低分子量の有機化合物である。特定の実施形
態では、化合物は、オリゴマー化合物、または重合化合物ではない。すなわち、化合物は
、低分子量オリゴマー、または低分子量重合化合物ではない。特定の実施形態では、化合
物は、ペプチド、またはタンパク質ではない。特定の実施形態では、化合物は、オリゴヌ
クレオチドではない。特定の実施形態では、化合物は、生分子（すなわち、自然に見出さ
れる化合物）ではない。特定の実施形態では、化合物は、二量体である。特定の他の実施
形態では、化合物は、三量体である。
【０１１３】
　毛髪の処理に使用される化合物の分子量は、一般的に、賦形剤からの残渣を残さずに、
処理された毛髪から化合物の実質的な蒸発を避けるために十分である。これにより組成物
は、本明細書に記述されたように制限できる、「無重量化」の質を有する結果を有する。
特定の実施形態では、化合物の分子量は、約３０００ｇ／ｍｏｌ未満、約２５００ｇ／ｍ
ｏｌ未満、約２０００ｇ／ｍｏｌ未満、約１５００ｇ／ｍｏｌ未満、約１０００ｇ／ｍｏ
ｌ未満、約５００ｇ／ｍｏｌ未満、または約４００ｇ／ｍｏｌ未満であってもよい。
【０１１４】
　複数の実施形態では、化合物の分子量は、約５０ｇ／ｍｏｌ～約５００ｇ／ｍｏｌ、１
００ｇ／ｍｏｌ～約５００ｇ／ｍｏｌ、１００ｇ／ｍｏｌ～約１０００ｇ／ｍｏｌ、２０
０ｇ／ｍｏｌ～約１０００ｇ／ｍｏｌ、５００ｇ／ｍｏｌ～約１０００ｇ／ｍｏｌ、また
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は１０００ｇ／ｍｏｌ～約２０００ｇ／ｍｏｌの範囲である。
【０１１５】
　化合物は、一般的に、５０℃より高い沸点を有する。特定の実施形態では、化合物の沸
点は、５５℃より高い、６０℃より高い、６５℃より高い、７０℃より高い、７５℃より
高い、８０℃より高い、８５℃より高い、９０℃より高い、９５℃より高い、１００℃よ
り高い、１１０℃より高い、１２０℃より高い、１３０℃より高い、１４０℃より高い、
１５０℃より高い、１７５℃より高い、または２００℃より高い。
【０１１６】
　組成物は、一般的に、４０℃より低い融点を有する。特定の実施形態では、組成物の融
点は、３５℃未満、３０℃未満、３５℃未満、３０℃未満、２５℃未満、２０℃未満、１
５℃未満、１０℃未満、０℃未満である。
【０１１７】
　特定の実施形態では、化合物は、約１０℃未満の融点および約６０℃を超える沸点、約
２０℃未満の融点および約７０℃を超える沸点、約２０℃未満の融点および約８０℃を超
える沸点、約１０℃未満の融点および約１００℃を超える沸点、または約２０℃未満の融
点および約１００℃を超える沸点を有する。
【０１１８】
　特定の実施形態では、化合物は、二重結合または三重結合等の不飽和官能基を含む。不
飽和官能基の例には、アルケン、アルキン、カルボニル、およびイミンを含む。特定の実
施形態では、化合物は、共役不飽和系、ａ，ｐ－不飽和カルボニル部分、アクリレート部
分、クロトン酸部分、メタクリレート部分、２－フルオロアクリレート部分、ジアクリレ
ート部分、ジクロトン酸部分、またはジメタクリレート部分を含む。特定の実施形態では
、化合物は、アルケン、ビニル基、アリール基、ジエン、または共役ジエン部分を含む特
定の実施形態では、化合物は、アルキンを含む。特定の実施形態では、化合物は、エンイ
ン部分を含む。特定の実施形態では、化合物は、アリール、フェニル、またはスチレン部
分を含む。特定の実施形態では、化合物は、ヘテロアリール部分を含む。
【０１１９】
　特定の実施形態では、本発明のヘアケアシステムに有用な化合物は、アルケン含有基を
含む。特定の具体的な実施形態では、アルケンは、一置換されている。他の実施形態では
、アルケンは、二置換されている。二置換されたアルケンは、シス配列、もしくはトラン
ス配列のいずれか、またはこれらのいかなる混合であってもよい。さらに他の実施形態で
は、アルケンは、三置換されている。三置換されたアルケンは、Ｅ配列、もしくはＺ配列
のいずれか、またはこれらのいかなる混合であってもよい。さらにまた他の実施形態では
、アルケンは、四置換されている。ここでも、様々な異性体が可能であり、これらは本発
明の部分であるとみなされる。
【０１２０】
　したがって、化合物は、
【０１２１】
【化１０】

【０１２２】
の化学式のうちの１つに従って定義されてもよく、式中Ｒ1′およびＲ2′は、水素、ハロ
ゲン、環式または非環式の、置換または非置換の、分岐状または非分岐状の脂肪族、環式
または非環式の、置換または非置換の、分岐状または非分岐状のヘテロ脂肪族、置換また
は非置換の、分岐状または非分岐状のアシル、置換または非置換の、分岐状または非分岐
状のアリール、置換または非置換のヘテロアリール、－ＯＲA′、－Ｃ（Ｏ）ＲA′、－Ｃ
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′、－Ｎ（ＲA′）2、－ＮＨＣ（Ｏ）ＲA′、および－Ｃ（ＲA′）3、であり式中ＲA′は
記述されるたびごとに、水素、環式または非環式の、置換または非置換の、分岐状または
非分岐状の脂肪族、環式または非環式の、置換または非置換の、分岐状または非分岐状の
ヘテロ脂肪族、置換または非置換の、分岐状または非分岐状のアシル、置換または非置換
のアリール、置換または非置換のヘテロアリール、アルコキシ、アリールオキシ、アルキ
ルチオ、アリールチオ、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、ヘテロアリールオ
キシ、ヘテロアリールチオ、および保護基からなる群から独立に選択されものであるか、
またはＲ1′およびＲ2′は環構造を形成するものからなる群から各々独立に選択されるも
のであり、かつ、化学式（Ｉ）に関連して記述されたように、Ｒ1′およびＲ2′のうちの
１つがメチレン部分を含むという条件付きで、Ｒ1′がハロゲンである場合、Ｒ2′は水素
でないという条件である。
【０１２３】
　好適な実施形態では、Ｒ1′またはＲ2′は、シアノアクリレート部分を構成しない。
【０１２４】
　好適な実施形態では、Ｒ1′またはＲ2′は、アクリレートを形成し、アクリレートエス
テルの部分は、過フッ素化されていない。
【０１２５】
　他の実施形態では、Ｒ1′は、置換、または非置換の、分岐状または非分岐状の脂肪族
部分である。特定の実施形態では、Ｒ1′は、アルキル部分を含む。特定の実施形態では
、Ｒ1′は、Ｃ1～Ｃ6アルキル部分を含む。特定の実施形態では、Ｒ1′は、以下の化学式
のものの１つである。
【０１２６】



(23) JP 5701605 B2 2015.4.15

10

20

30

40

【化１１】

【０１２７】
当業者により理解されるように、上述のアルキル基のいずれかは、置換で、分岐状で、不
飽和で、および／または環式であってもよい。
【０１２８】
　特定の具体的な実施形態では、Ｒ1′は、以下の化学式のものである。
【０１２９】
【化１２】

【０１３０】
式中、ｎは、０～２０を含む整数である。特定の実施形態では、ｎは、０～１２を含む整
数である。特定の実施形態では、ｎは、０～６を含む整数である。特定の実施形態では、
ｎは、１～６を含む整数である。特定の実施形態では、ｎは、３～２０を含む整数である
。 
【０１３１】
　特定の実施形態では、Ｒ1′は、以下の化学式のものである。
【０１３２】
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【化１３】

【０１３３】
式中、ｎは、０～２０を含む整数である。特定の実施形態では、ｎは、０～１２を含む整
数である。特定の実施形態では、ｎは、０～６を含む整数である。特定の実施形態では、
ｎは、１～６を含む整数である。特定の実施形態では、ｎは、３～２０を含む整数である
。 
【０１３４】
　さらに他の実施形態では、Ｒ1′は、置換、または非置換の、分岐状または非分岐状の
ヘテロ脂肪族部分である。さらにまた他の実施形態では、Ｒ1′は、置換、または非置換
の、アシル部分である。
【０１３５】
　他の実施形態では、Ｒ1′は、置換、または非置換の、アリール部分である。特定の具
体的な実施形態では、Ｒ1′は、以下の化学式のものである。
【０１３６】

【化１４】

【０１３７】
　特定の具体的な実施形態では、Ｒ1′は、以下の化学式のものである。
【０１３８】
【化１５】

【０１３９】
　特定の具体的な実施形態では、Ｒ1′は、置換、または非置換の、フェニル部分である
。特定の実施形態では、Ｒ1′は、置換されたフェニル部分（例えば、１個、２個、３個
、４個、または５個の置換基を伴うフェニル環）である。他の実施形態では、Ｒ1′は、
置換、または非置換の、ヘテロアリール部分である。
【０１４０】
　特定の実施形態では、Ｒ1′は、－Ｃ（Ｏ）ＲA′である。他の実施形態では、Ｒ1′は
、－ＣＯ2ＲA′である。特定の実施形態では、ＲA′は、Ｃ1～Ｃ6アルキル部分である。
特定の実施形態では、ＲA′はメチルである。特定の実施形態では、ＲA′は以下のもので
ある。
【０１４１】

【化１６】

【０１４２】
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2ＲA′であり、式中ＲA′は、以下の化学式の中のものの１つである。
【０１４３】
【化１７】

【０１４４】
当業者により理解されるように、上述のアルキル基のいずれかは、置換で、分岐状で、不
飽和で、および／または環式であってもよい。
【０１４５】
　特定の実施形態では、Ｒ1′は、－ＣＯ2ＲA′であり、式中ＲA′は、以下の化学式のも
のである。
【０１４６】
【化１８】

【０１４７】
式中、ｎは、０～２０を含む整数であり、ｍは、１～６を含む偶数または奇数の整数であ
る。
【０１４８】
　特定の実施形態では、Ｒ1′は、－ＣＯ2ＲA′であり、式中ＲA′は、以下の化学式のも
のである。
【０１４９】
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【化１９】

【０１５０】
式中、ｎは、０～２０を含む整数である。特定の実施形態では、ｎは、０～１２を含む整
数である。特定の実施形態では、ｎは、０～６を含む整数である。特定の実施形態では、
ｎは、１～６を含む整数である。
【０１５１】
　特定の実施形態では、Ｒ1′は、－ＣＯ2ＲA′であり、式中ＲA′はアリールまたはアリ
ールアルキルである。特定の具体的な実施形態では、Ｒ1′は、－ＣＯ2ＲA′であり、式
中ＲA′は、以下の化学式のものである。
【０１５２】
【化２０】

【０１５３】
式中、ｎは、０～12を含む整数である。特定の実施形態では、ｎは0である。特定の実施
形態では、ｎは1である。他の実施形態では、ｎは２，３，４，５、または６である。特
定の具体的な実施形態では、Ｒ1′は、－ＣＯ2ＲA′であり、式中ＲA′は、以下の化学式
のものである。
【０１５４】

【化２１】

【０１５５】
式中、ｎは、０～12を含む整数である。特定の実施形態では、ｎは０である。特定の実施
形態では、ｎは１である。他の実施形態では、ｎは２，３，４，５、または６である。 
【０１５６】
　特定の実施形態では、Ｒ1′またはＲ2′は、少なくとも１つのハロゲンを含み、Ｒ1′

がハロゲンの場合、Ｒ2′はハロゲンでは無いという条件である。特定の実施形態では、
Ｒ1′またはＲ2′は、少なくとも１つのフッ素を含み、Ｒ1′がフッ素の場合、Ｒ2′はフ
ッ素では無いという条件である。 
【０１５７】
　特定の実施形態では、Ｒ2′は、置換、または非置換の、分岐状または非分岐状の脂肪
族である。さらに他の実施形態では、Ｒ2′は、Ｃ1～Ｃ6アルキルである。特定の実施形
態では、Ｒ2′は、アルキル部分である。特定の実施形態では、Ｒ2′はメチルである。特
定の実施形態では、Ｒ2′はエチルである。特定の実施形態では、Ｒ2′はプロピルである
。特定の実施形態では、Ｒ2′はブチルである。特定の実施形態では、Ｒ2′は、アリール
、またはヘテロアリール部分である。特定の実施形態では、Ｒ2′は、フェニル部分であ
る。
【０１５８】
　特定の実施形態では、Ｒ2′は－ＣＯ2ＲA′であり、式中ＲA′は、１つまたは２つのハ
ロゲンで置換された、環式または非環式の、分岐状または非分岐状の脂肪族である。
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　特定の他の実施形態では、Ｒ2′は、－ＣＯ2ＲA′であり、式中ＲA′は、以下のもので
ある。
【０１６０】
【化２２】

【０１６１】
式中、ｎは、０～２０を含む整数であり、ｍは、１～６を含む偶数または奇数の整数であ
る。
【０１６２】
　特定の他の実施形態では、Ｒ2′は、－ＣＯ2ＲA′であり、式中ＲA′は、以下のもので
ある。
【０１６３】
【化２３】

【０１６４】
式中、ｎは、０～２０を含む整数である。
【０１６５】
　特定の実施形態では、Ｒ1′は、－ＣＯ2ＲA′である。他の実施形態では、Ｒ1′は－Ｃ
Ｏ2ＲA′であり、Ｒ2′はＣ1～Ｃ6アルキルである。他の実施形態では、Ｒ1′は－ＣＯ2

ＲA′であり、Ｒ2′はメチルである。他の実施形態では、Ｒ1′は－ＣＯ2ＲA′であり、
Ｒ2′はフッ素である。
【０１６６】
　特定の実施形態では、Ｒ1′は、水素、ハロゲン、および環式もしくは非環式で、分岐
状または非分岐状の脂肪族、またはアリールで、最高６個の炭素を有するものからなる群
から選択され、式中前記アルキルもしくはアリールは、所望により、ハロゲン、－ＯＨ、
および－ＯＣＨ3からなる群から選択される、１つ以上の官能基と置換されてもよく、か
つ、Ｒ2′は、ＲA′、－Ｃ（Ｏ）ＲA′および－ＣＯ2ＲA′からなる群から選択され、式
中ＲA′は、環式もしくは非環式で、置換もしくは非置換で、分岐状もしくは非分岐状の
脂肪族である。
【０１６７】
　特定の実施形態では、Ｒ1′は、水素、ハロゲン、および環式もしくは非環式で、分岐
状または非分岐状の脂肪族、またはアリールで、最高６個の炭素を有するものからなる群
から選択され、式中前記アルキルもしくはアリールは、所望により、ハロゲン、－ＯＨ、
および－ＯＣＨ3からなる群から選択される、１つ以上の官能基と置換されてもよく、か
つ、Ｒ2′は、－ＣＯ2Ｈである。
【０１６８】
　特定の実施形態では、化合物は、以下の化学式のメタクリレートである。
【０１６９】
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【０１７０】
または
【０１７１】

【化２５】

【０１７２】
式中、ＲA′は、化学式（Ｉ）のメチレン基を含むものと定義される。
【０１７３】
　特定の実施形態では、化合物は、以下の化学式の２－フルオロアクリレートである。
【０１７４】

【化２６】

【０１７５】
または
【０１７６】

【化２７】

【０１７７】
　特定の実施形態では、化合物は、以下の化学式のクロトン酸エステルである。
【０１７８】
【化２８】

【０１７９】
または
【０１８０】
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【化２９】

【０１８１】
　特定の実施形態では、毛髪の処理に有用なメタクリレートは、以下の化学式のものであ
る。
【０１８２】
【化３０】

【０１８３】
　特定の実施形態では、フッ素化した有機化合物は、本発明の毛髪処理システムに基づき
毛髪に塗布される。フッ素化された化合物は、一般的に不飽和官能基、および少なくとも
１個のフッ素原子を含む。不飽和官能基は、二重結合、または三重結合を含む。例示的な
不飽和官能基は、アルケン、アルキン、カルボニル、イミン、チオカルボニル、アクリレ
ート、メタクリレート、アクリレート、クロトン酸エステル、スチレン、ニトリル、シア
ノ、ビニル、スチレン、クロトネート、ケイ皮酸エステル、ジエン、トリエン、エンイン
、マレイミド等を含む。
【０１８４】
　フッ素化した化合物は、１個のフッ素原子を含むものから過フッ素化の状態から１個フ
ッ素原子が少ないものまでの範囲であってもよい。特定の実施形態では、化合物の官能基
は、例えば、アルキル、アルケニル、アシル、アリール、ヘテロアリール、複素環式、ま
たは炭素環式部分等のようにフッ素化している。特定の実施形態では、フッ素化化合物は
、少なくとも、１個、２個、３個、４個、５個、６個、７個、８個、９個、１０個、１１
個、１２個、１３個、１４個、１５個、１６個、１７個、１８個、１９個、または２０個
のフッ素原子を含む。他の実施形態では、フッ素化化合物は、少なくとも１０個、少なく
とも１５個、少なくとも２０個、少なくとも２５個、少なくとも３０個、少なくとも４０
個のフッ素原子を含む。当業者によって理解されるように、化合物が大きくなるほど、化
合物はより多くのフッ素原子を有する可能性がある。さらに、毛髪に塗布されたとき化合
物が望ましい特徴を与える（例えば、見た目、感触）ように、毛髪に塗布された化合物は
、十分なフッ素原子を含むものとする。
【０１８５】
　特定の実施形態では、水素およびフッ素原子の総数の少なくとも、１０％、２０％、３
０％、４０％、５０％、６０％、７０％、８０％、９０％、９５％、９９％は、フッ素化
化合物のフッ素原子である。特定の実施形態では、水素およびフッ素原子の総数の少なく
とも５０％は、フッ素化化合物のフッ素原子である。特定の実施形態では、水素およびフ
ッ素原子の総数の少なくとも８０％は、フッ素化化合物のフッ素原子である。特定の実施
形態では、水素およびフッ素原子の総数の少なくとも９０％は、フッ素化化合物のフッ素
原子である。
【０１８６】
　特定の実施形態では、フッ素化化合物は、フッ素化アルケンである。特定の具体的な実
施形態では、フッ素化アルケンは、一置換されている。他の実施形態では、フッ素化アル
ケンは、二置換されている。二置換されたフッ素化アルケンは、シス配列、もしくはトラ
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ンス配列のいずれか、またはこれらの混合であってもよい。さらに他の実施形態では、フ
ッ素化アルケンは、三置換されている。三置換されたフッ素化アルケンは、Ｅ配列、もし
くはＺ配列のいずれか、またはこれらの混合であってもよい。さらにまた他の実施形態で
は、フッ素化アルケンは、四置換されている。ここでも、様々な異性体が可能であり、こ
れらは本発明の部分であるとみなされる。特定の実施形態では、フッ素化化合物は、フッ
素化アルキンである。
【０１８７】
　例示的な一置換されたフッ素化化合物は、以下のものを含む。
【０１８８】
【化３１】

【０１８９】
　例示的な、毛髪の処理に有用な二置換されたフッ素化化合物は、以下のものを含む。
【０１９０】

【化３２】

【０１９１】
　特定の実施形態では、フッ素化化合物は、１つ以上の異なる化合物と混合される。当業
者により理解されるように、混合物は、１つの化合物単独では得られない望ましい特徴を
有する場合がある。特定の実施形態では、２つの異なる化合物が毛髪に塗布される。他の
実施形態では、３つの異なる化合物が毛髪に塗布される。異なる化合物が使用される場合
、化合物は毛髪に、同時にまたは別々に塗布される。特定の実施形態では、化合物はすべ
て、毛髪に塗布される同じ溶液の中にある。特定の実施形態では、化合物の１つは、フッ
素化されており、それ以外のものはフッ素化されていない。他の実施形態では、すべての
化合物は、フッ素化されている。
【０１９２】
　本明細書に記述された化合物は、当該技術において既知の任意の方法を使用して、毛髪
に塗布できる。処理される毛髪は、化合物または化合物の溶液を用いた、ブラシがけ、噴
霧、すり込み、浸たし、染み込み等により処理される。特定の実施形態では、化合物は、
水、アルコール、水／アルコール、またはアルコール／水混合物（５％／９５％と１０％
／９０％との間、１０％／９０％と２０％／８０％との間、２０％／８０％と３０％／７
０％との間、３０％／７０％と４０％／６０％との間、および４０％／６０％と５０％／
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５０％との間）、または他の担体等の担体に溶解して、毛髪に塗布される。担体は、ジフ
ルオロエタン、またはジメチルエーテル等の推進剤を含んでもよい。一般的に、化合物の
濃度は、０．１％～１０％の範囲である。特定の実施形態では、濃度は、０．１％～３％
の範囲である。他の実施形態では、濃度は、０．１％～２％の範囲である。
【０１９３】
　組成物は、一般的に、様々な有機担体（例えば、アルコール）、プロピレングリコール
、グリセロール、水、または水溶液に可溶である。特定の実施形態では、化合物は、５０
：５０水／エタノール溶液中で、少なくとも１０ｇ／ｄＬの溶解性を有する。特定の実施
形態では、化合物は、５０：５０水／エタノール溶液中で、少なくとも５ｇ／ｄＬの溶解
性を有する。特定の実施形態では、化合物は、５０：５０水／エタノール溶液中で、少な
くとも４ｇ／ｄＬの溶解性を有する。特定の実施形態では、化合物は、５０：５０水／エ
タノール溶液中で、少なくとも３ｇ／ｄＬの溶解性を有する。特定の実施形態では、化合
物は、５０：５０水／エタノール溶液中で、少なくとも２ｇ／ｄＬの溶解性を有する。特
定の実施形態では、化合物は、５０：５０水／エタノール溶液中で、少なくとも１ｇ／ｄ
Ｌの溶解性を有する。特定の実施形態では、化合物は、５０：５０水／エタノール溶液中
で、少なくとも０．５ｇ／ｄＬの溶解性を有する。水溶液は、酸または塩基であってもよ
い。特定の実施形態では、化合物は、アルコール（例えば、メタノール、エタノール、変
性エタノール、イソプロパノール、ブタノール）中に可溶である。
【０１９４】
重合化開始剤
　好適には、本発明は、重合化開始剤を含まず、より好適には、周辺光下、もしくはｕｖ
光下で、または熱源を使用して活性化する重合化開始剤を含まない。
【０１９５】
美容ヘアケア組成物
　本発明は、上述のヘアケア活性成分、および美容的に許容できる賦形剤を含む、美容ヘ
アケア組成物を提供する。ヘアケア業界で使用される美容的に許容できる賦形剤は、いく
つかの分類に分けることができる。分類の構成要素は、最終組成物の使用（例えば、ヘア
スプレー、コンディショナー、シャンプー）に依存して、最終ヘアケア組成物に含まれて
いても、除外されていてもよい。賦形剤の分類には、以下のものが含まれる。すなわち、
（１）保存剤／酸化防止剤／キレート剤、（２）日焼け止め剤、（３）ビタミン、（４）
ヘアダイ／ヘアカラー剤、（４）タンパク質／アミノ酸、（５）植物抽出物、（６）保湿
剤、（７）香料／香水、（８）オイル／皮膚軟化剤／潤滑剤／バター、（９）浸透剤、（
１０）増粘剤／粘性改良剤、（１１）重合体／樹脂／毛髪固定剤／膜形成剤、（１２）界
面活性剤／洗剤／乳化剤／乳白剤、（１３）揮発性物質／推進剤／溶媒／担体、（１４）
液体展色剤／溶媒／担体、（１５）塩、（１６）ｐＨ調整剤／緩衝液／中和剤、（１７）
ヘアコンディショニング剤、（１８）静電防止剤／縮れ防止剤、（１９）ふけ防止剤、（
２０）毛髪ウェーブ剤／毛髪展伸剤、および（２１）吸収剤である。
【０１９６】
　特定の実施形態では、美容ヘアケア組成物は、スプレーである。スプレーは、一般的に
、ヘアケア活性成分、および担体または推進剤を含む。特定の実施形態では、担体は、水
およびアルコールの混合物である。特定の実施形態では、スプレー組成物は、所望により
、保存剤、酸化防止剤、日焼け防止剤、ビタミン、タンパク質、ペプチド、植物抽出物、
保湿剤、オイル、皮膚軟化剤、潤滑剤、増粘剤、ヘアコンディショニング剤、重合体、ま
たは界面活性剤もまた含む。特定の実施形態では、組成物は、オイルを含む。特定の実施
形態では、組成物は、重合体を含む。特定の実施形態では、組成物は、保湿剤を含む。特
定の実施形態では、組成物は、香料を含む。特定の実施形態では、組成物は、水、アルコ
ール、オイル、香料、およびヘアケア活性成分を含む。特定の実施形態では、組成物は、
水、アルコール、オイル、重合体、香料、およびヘアケア活性成分を含む。特定の実施形
態では、組成物は、水、アルコール、静電防止剤、香料、およびヘアケア活性成分を含む
。特定の実施形態では、組成物は、水、アルコール、ヘアコンディショニング剤、香料、
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およびヘアケア活性成分を含む。特定の実施形態では、組成物は、水、アルコール、界面
活性剤、香料、およびヘアケア活性成分を含む。特定の実施形態では、組成物は、水、ア
ルコール、皮膚軟化剤、香料、およびヘアケア活性成分を含む。ヘアスプレー組成物は、
エアゾル分与器、またはポンプスプレー分与器である容器から分与される。こうした分与
器は、当該技術において既知であり、Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃａｎ Ｃ
ｏｒｐ．およびＣｏｎｔｉｎｅｎｔａｌ　Ｃａｎ　Ｃｏｒｐ．を含む様々な製造者から市
販されている。
【０１９７】
　特定の実施形態では、加圧されたエアゾル容器からヘアスプレー組成物が分与されたと
き、組成物を容器から押し出すために推進剤が使用される。好適な推進剤は、本明細書に
記述される。特定の実施形態では、推進剤は、液化可能な気体である。特定の実施形態で
は、推進剤は、ハロゲン化した推進剤である。他の実施形態では、組成物は、いかなるフ
ッ素化された推進剤、または塩素化された推進剤をも含まない。一般的に、組成物中の推
進剤の量は、約１０重量％～約６０重量％である。特定の実施形態、組成物中の推進剤の
量は、約１５重量％～約５０重量％の範囲である。特定の実施形態では、２つの容器中の
ように、推進剤は、ヘアスプレー組成物と分離されている。他の好適なエアゾル分与器は
、圧縮空気である推進剤によって特徴付けられており、圧縮空気は使用前にポンプまたは
同等の装置を使用して分与器に充填することができる。こうした分与器は、両者とも参照
することにより本明細書に組み込まれる、米国特許第４，０７７，４４１号、および米国
特許第４，８５０，５７７号、ならびに、これも参照することにより本明細書に組み込ま
れる、１９９２年２月２１日に出願された米国特許出願整理番号第０７／８３９，６４８
号に記述されている。従来の、非エアゾルポンプスプレー分与器、すなわち噴霧器もまた
、本発明のヘアスプレー組成物に適用してもよい。特定の実施形態では、ヘアスプレー組
成物が加圧されたエアゾル容器から分与される場合、容器は、本質的に推進剤を含まず、
かつ本発明に適用するようにボトルの中に「袋または嚢」を使用する。この応用の例は、
Ｅｘｃｅｌパッケージである。
【０１９８】
　特定の実施形態では、美容ヘアケア組成物は、クリームである。本発明のクリームは、
一般的に、ヘアケア活性成分、担体、オイル、ヘアコンディショニング剤、および増粘剤
を含む。特定の実施形態では、クリームは、香料もまた含む。特定の実施形態では、クリ
ームは、植物抽出物もまた含む。特定の実施形態では、クリームは、界面活性剤もまた含
む。特定の実施形態では、クリームは、重合体もまた含む。本発明のクリームは、チュー
ブ、タブ、ボトル、または他の好適な容器にパッケージされてもよい。
【０１９９】
　特定の実施形態によると、本発明は、上述の化学式（Ｉ）の過フッ素化されていない、
非重合化化合物、ならびにレオロジー改良剤および非イオン乳化剤を含む賦形剤を含む毒
性の無いヘアケア組成物である。これにより、非アルコール水性のスプレー可能なゲル懸
濁液を、偽塑性外部相を介して、高いゼロせん断粘度で、フッ素化化合物を送達すること
ができる。レオロジー改良剤は、好適には、組成物の０．１重量％～２．０重量％である
。レオロジー改良剤の例には、ポリアクリル酸グリセリル、ポリアクリル酸ナトリウム、
カルボマー、アクリレート共重合体、アクリル酸／ｖｐクロスポリマー、またはキサンタ
ンガムを含む。非イオン乳化剤は、好適には、組成物の０．０５重量％～５．０重量％で
ある。非イオン乳化剤の例は、ラウレス－２３、オクチルドデセス－２０、オレス－１０
、Ｐｅｇ－４０水素添加ヒマシ油、ポラキソマー１２７、ポリソルベート２０、またはセ
テアレス－２０を含む。具体的に上述されていない、他のレオロジー改良剤および非イオ
ン乳化剤が、市販されており、当業者には既知である。ヘアケア製品に好適な他の賦形剤
を、望ましい機能性を達成するために、非アルコールスプレーに添加してもよい。
【０２００】
水分抵抗性
　毛髪上の水分、および水分の毛髪内への浸透は、毛髪のタンパク質の配置を乱し、結果
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として、縮れの増加のような、美容的に望ましくない変化を生じさせる。本発明は、毛髪
、具体的には頭皮上の毛髪または頭皮から生えた毛髪に有益な水分抵抗特性を追加する。
本発明の水分抵抗性は、動的蒸気収着（ＤＶＳ）により測定されるときの、水の収着／脱
着のヒステリシスを参照する。ＤＶＳでは、サンプルは、既定の一定な相対湿度の連続的
な空気の流れに暴露された微量てんびんに配置される。湿度のある空気がサンプルを通過
すると、一定の水分濃度の領域がその周辺に生成される。この領域は、サンプルへの、お
よびサンプルからの水蒸気の質量移動を最大化することにより平衡化される、水蒸気収着
または脱着を急速に確立させる。
【０２０１】
　水蒸気の収着／脱着によるサンプル（例えば、毛髪の見本）中の質量変化を、特定の温
度において、相対湿度の異なるレベルの間で測定することができる。質量の変化は、相対
湿度の関数としてプロットすることができ、これは、湿度が上昇するときに水蒸気の収着
相（吸収および／または吸着）の性質に関する情報を提供し、逆に湿度が減少するときに
水蒸気の脱着の性質に関する情報を提供する。相対湿度の任意の特定の値における、収着
相と脱着相との質量変化の違いは、ヒステリシスとして知られ、毛髪上および毛髪内の水
分に対する抵抗または制御のための毛髪処理の能力を評価するための指標として使用する
ことができる。下記のように、本発明は、特に３０～８０％ＲＨの相対湿度の値の範囲に
わたって、ヒステリシスの低減を提供する。
【０２０２】
　本発明の記載では、水分抵抗性は、ＤＶＳプロトコルＩに従って測定される。「水分流
束の減少」とは、ＤＶＳプロトコルＩに従って動的蒸気収着の対象となったときに、処理
された毛髪がヒステリシスの減少を示すことを意味する。
【０２０３】
ＤＶＳプロトコルＩ
　１．　５０ｇの漂白した毛髪の房（標準単一漂白、ウェーブのある縮れた毛髪、米国ニ
ューヨーク州ホワイトプレーンのＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｈａｉｒ　Ｉｍｐｏｒｔ
ｅｒｓから入手）を０．３０ｍＬの脱イオン水で、所望によりピペットを介して、湿らせ
、もつれがある場合に取り除くように軽く櫛を通す。
２．　以下の量の組成物を、毛髪の房に塗布する。すなわち、セラムに対しては（０．０
９ｇ～０．１２ｇ）、クリーム／ローション／ムースに対しては（０．２０ｇ～０．２５
ｇ）、スプレーに対しては（０．３５ｇ～０．４０ｇ）であり、これを均一に分散し、か
つ毛髪に櫛を通す。好適には、毛髪への処方の重量比は、セラムに対しては約０．０７３
、クリーム／ローション／ムースに対しては０．１５、スプレーに対しては０．２５とす
ることとする。
３．　スタイリングは、ヘアブラシを１０回通し、かつ約５０℃～１２０℃で強に設定し
たブロードライヤーで吹くことを含む。
４．　スタイリングの後、毛髪は切断され、各房の中間からの部分（約３００ｍｇ）をＤ
ＶＳにより分析する。
５．　ＤＶＳの条件は以下の通りである。別段に記載が無い限り、採用する温度は２５℃
である。 
収着相：相対湿度３０％から開始し、各ステップで相対湿度１０％ずつ上昇させて、相対
湿度９０％まで上昇する。脱着相：相対湿度９０％から開始し、各ステップで相対湿度１
０％ずつ低下させて、相対湿度０％まで低下する。各相対湿度条件において、サンプルは
４時間維持され、次の相対湿度レベルへの上昇または降下は、２０分の時間をかけて行わ
れるようにプログラムされる。
【０２０４】
　このような毛髪サンプルのＤＶＳ実験からヒステリシスの値を監視することにより、毛
髪処理の水分に対する抵抗または水分の制御の能力の評価ができる。
【０２０５】
　本発明は、（１）水を使用した制御処理および（２）Ｋｅｒａｓｔａｓｅ（登録商標）
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Ｏｌｅｏ　Ｒｅｌａｘ　Ｓｅｒｕｍ（米国内で２００８年に購入、以下「商品例Ａ」と称
する）等のシリコーン製品（これは実際には、水と比較しでヒステリシスを上昇させる）
のいずれと比較しても優れた水分抵抗性を提供する。好適には、上述した本発明の毛髪の
房への使用は、対照の毛髪（水で処理した）と比較して、上述のＤＶＳプロトコルにより
試験した場合、相対湿度３０％～８０％の範囲にわたり、平均ヒステリシス値の４％の減
少を提供する。より好適には、上述した本発明の毛髪の房への使用は、対照の毛髪（水で
処理した）と比較して、上述のＤＶＳプロトコルにより試験した場合、相対湿度３０％～
８０％の範囲にわたり、平均ヒステリシス値の１０％より大きい減少を提供し、さらによ
り好適には２０％を超える減少を提供する。さらにより好適には、上述した本発明の毛髪
の房への使用は、対照の毛髪（水で処理した）と比較して、上述のＤＶＳプロトコルによ
り試験した場合、相対湿度３０％～８０％の範囲にわたり、平均ヒステリシス値の５０％
以上の減少を提供し、８０％以上の減少さえも提供する。
【０２０６】
無重量化
　ヘアケア製品を使用する者は、上述の有用な効果を望む。しかしながら、このようなユ
ーザーは、残渣／製品が毛髪中または毛髪上にあるという感触を得たくない。性能は維持
するが、毛髪中の残渣の重量または「感触」をより少なくする組成物を、しかしながら、
好む。
【０２０７】
　本発明の組成物は、「無重量化試験Ｉ」に従って、５５℃、相対湿度１０％で１０分間
（スプレー処方の場合）および３０分間（クリーム／ローション／セラム／ムース処方の
場合）加熱した後、製品の性能は維持するが、その重量の２５％以上、好適にはその重量
の５０％、より好適にはその重量の７０％以上、さらにより好適には重量の８０％以上、
そしてもっとも好適にはその重量の９５％以上を有益に失う。
【０２０８】
無重量化試験Ｉ
　組成物を、蓋の無い容器の中に分与し、均等に広げる。例えば、容器は、半径９ｃｍで
へりが０．５ｃｍの寸法である、円形の容器である。
１．　容器にラベルを付け、その後３ｇを処方し、その直前と直後に重量を測る。
２．　組成物は、オーブンに入れる前に、平衡化するように、周囲条件（２５℃、相対湿
度３０％）で、５分間放置する。
３．　容器を、５５℃、相対湿度１０％に制御されたオーブンの中に配置する。
４．　各ディッシュは、スプレー組成物に対しては１０分で、クリーム／ローション／セ
ラム／ムース組成物に対しては３０分で、取り出され、質量を記録する。
【０２０９】
　本発明による毛髪の処理のための組成物は、Ｋｅｒａｓｔａｓｅ（登録商標）Ｏｌｅｏ
　Ｒｅｌａｘ　Ｓｅｒｕｍ（「商品例Ａ」）、Ｊｏｈｎ　Ｆｒｉｅｄａ（登録商標）Ｆｒ
ｉｚｚ　Ｅａｓｅ（「商品例Ｂ」）、Ｂｉｏｓｉｌｋ（登録商標）Ｓｉｌｋ　Ｔｈｅｒａ
ｐｙ（「商品例Ｈ」）、Ｒｅｄｋｅｎ（登録商標）Ｓｍｏｏｔｈ　Ｄｏｗｎ　Ｈｅａｔ　
Ｇｌｉｄｅ（「商品例Ｃ」）、Ｎｅｘｘｕｓ（登録商標）Ｓｌｅｅｋ　Ｍｅｍｏｒｙ　Ｓ
ｔｒａｉｇｈｔｅｎｉｎｇ　Ｓｍｏｏｔｈ　Ｓｐｒａｙ（「商品例Ｄ」）、Ｂａｒｅｘ（
登録商標）Ｒｅ－ｄｅｆｉｎｅ　Ｃｒｅｍｅ（「商品例Ｇ」）、Ｆｅｋｋａｉ（登録商標
）Ｇｌｏｓｓｉｎｇ　Ｃｒｅａｍ（「商品例Ｅ」）、およびＢｅｄｈｅａｄ（登録商標）
Ｃｕｒｌｓ　Ｒｏｃｋ（「商品例Ｆ」）（すべて米国内で２００８年に購入）に対する使
用量についてのパッケージの使用説明に従った場合、乾燥減量により平均少なくとも２５
％、残渣の残りがより少なかった。本発明の処方の「無重量化」の利点に対する１つの理
由は、上述のヘアケア製品に見出されるレベルのシリコーン化合物を必要とせず、かつ好
適には含まないことであると考えられる。
【０２１０】
汚れ抵抗性
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　毛髪繊維内への水分の浸透を制御または低減するために多くの材料が使用される。しか
しながら、これらの材料のほとんどは、オイルベース、またはシリコーンベースである。
結果として得られる効果は、重い残渣の感触と組み合わされたわずかな水分抵抗であり、
これは、グリースおよび微粒子を引き付ける。当該技術では、毛髪繊維内への水分の透過
を制御または低減し、一方で毛髪の感触を、軽量で、油っこさのない、かつ汚れ／微粒子
の引き付けを最低限にする組成物が望ましい。
【０２１１】
　毛髪への汚れおよび粒子の引き付けにより、一日を通して、毛髪は、より軟弱で、より
重く、より鈍い状態になる。環境の汚染物質に抵抗する能力は、毛髪により長持ちするス
タイルと輝きを与える。したがって、本発明の毛髪処理の組成物の汚れの蓄積に抵抗する
能力が、試験され、かつ商品例Ａと比較された。コーンスターチが汚れとして選択された
。ＵＳＰコーンスターチは均一に白く、毛髪に組み込むことができ、黒い毛髪上では優れ
たコントラストを提供するので、デジタル写真技術により定量化できるグレースケール測
定が可能である。残ったコンスターチは、重量測定分析によっても評価された。
【０２１２】
スターチ抵抗（重量測定法）
　以下に記述したように毛髪上で試験した場合、本発明のヘアケア組成物は、１５重量％
未満の、好適には１０重量％未満の、より好適には７重量％未満の、そしてもっとも好適
には５重量％未満の重量の追加を提供することとする。汚れに対する抵抗性の指標として
は、「重量の追加」は、スターチ試験Ｉに従う重量の追加測定を意味する。
【０２１３】
スターチ試験Ｉ
１．　５０ｇ未使用の暗褐色の毛髪の房（米国ニューヨーク州ホワイトプレーンのＩｎｔ
ｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｈａｉｒ　Ｉｍｐｏｒｔｅｒｓから入手）を０．３０ｍＬの水で
、所望によりピペットを介して、湿らせる。
２．　以下の量の組成物を、毛髪の房に塗布する。すなわち、セラムに対しては（０．１
０ｇ～０．１２ｇ）、クリーム／ローション／ムースに対しては（０．２０ｇ～０．２５
ｇ）、スプレーに対しては（０．３５ｇ～０．４０ｇ）であり、これを均一に分散し、か
つ毛髪に櫛を通す。好適には、毛髪への処方の重量比は、セラムに対しては約０．０７３
、クリーム／ローション／ムースに対しては０．１５、スプレーに対しては０．２５とす
ることとする。
３．　毛髪は、ヘアブラシ、および高速および高温に設定したブロードライヤーにより、
約５０℃～１２０℃で３０秒間スタイリングする。
４．　房をコーンスターチの槽内で、例えば、約２ｇのＵＳＰコーンスターチの中で、浸
透させる。
５．　房をコーンスターチの槽から取り出し、すべての固着していないコーンスターチが
取り除かれるよう、例えば、１０秒間、手で振る。
６．　房は、重量測定され、新しい質量が記録される。
【０２１４】
　本発明は、毛髪のあるいかなる動物に使用してもよい。システムは、ヒトの毛髪を処理
するために特に有用である。しかしながら、他の哺乳類の毛髪または毛皮もまた、処理し
てもよい。例えば、本発明のシステムを使用して、イヌ、およびネコ等の、家畜化した動
物の毛髪、または毛皮を処理してもよい。加えて、齧歯類（例えば、マウス、ラット、ウ
サギ、モルモット等）のような試験動物、または霊長類の毛髪、または毛皮を処理しても
よい。特定の実施形態では、ヒト（例えば、刈り取った毛髪）、または他の動物からの毛
髪サンプルが、本発明により、試験された。本発明により処理された毛髪、または毛皮の
サンプルは、本発明の範囲内であるとみなされる。これらの毛髪、または毛皮のサンプル
は、該毛髪、または該毛皮の上に化合物が含まれる。特定の実施形態では、毛髪はヒトの
毛髪である。他の実施形態では、毛髪は、ヒト以外の毛髪である。特定の実施形態では、
毛髪、または毛皮は、イヌ、またはネコの毛髪、または毛皮である。他の実施形態では、
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毛髪は、ラット、マウス、モルモット、ウサギ、スナネズミ、または霊長類の毛髪である
。本発明の毛髪処理システムは、かつら、付け毛、およびヘアピースに含まれる毛髪の処
理にもまた使用することができる。
【０２１５】
　本発明のこれらの、および他の態様は、本発明の特定の具体的な実施形態を示すことを
意図する、以下の実施例を考慮することによって、さらに理解されるが、特許請求の範囲
に定義された本発明の範囲を制限することを意図しない。
【０２１６】
実施例
実施例１－処理した毛髪の試験
　本明細書に記述された試験は、光沢／艶、破断強度、および毛髪繊維の厚さを試験する
ために使用されてもよい。
【０２１７】
　この例では、毛髪の光沢／艶の測定が提案される。毛髪のサンプルに、組成物を塗布し
、かつカールおよびブラシがけした後、毛髪は円筒の周りに巻かれ、太陽光を擬似するラ
ンプの下に置かれる。艶の円錐の幅を測定し、市販品と比較する。
【０２１８】
　この例では、毛髪の破断強度の測定が提案される。単一の毛髪繊維（処理されたもの、
および処理されていないもの）を、Ｉｎｓｔｒｏｎに取り付けることができ、これは繊維
の一方の端を引っ張り、特定の力で繊維を破断する。
【０２１９】
　この例では、毛髪の厚さの測定が提案される。毛髪繊維（処理されたもの、および処理
されていないもの）の断面を、顕微鏡法により検査し、かつ測定することができる。
【０２２０】
　この例では、処理された毛髪の湿度に対する抵抗性が提案される。この特性は、スタイ
リングした毛髪の房を湿度の高い環境に置くことによって測定できる。
【０２２１】
　この実施形態では、感触が提案される。感触のパラメータは、所与の材料に対して毛髪
繊維上で評価される。専門家のブラインドテストにより、べたつき、すべり、剛さ、滑ら
かさ、油っこさ、および強さ等のいくつかのパラメータが評価できる。
【０２２２】
実施例2－スタイリングスプレー
　以下は、様々なヘアケア組成物に含まれる例示的なフッ素化化合物を含む。フッ素化化
合物は、例えば、２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロ－１，６－ヘキシル
ジメタクリレート、２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロ－１，６－ヘキシ
ルジアクリレート、２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロ－１，６－ヘキシ
ルジアクリレート、２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロ－１，６－ヘキシ
ルジメタクリレート、２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロペンチルメタク
リレート、２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロペンチルアクリレート、２
，２，３，３，４，４－ヘキサフルオロ－１，５－ペンチルジアクリレート、２，２，３
，３，４，４－ヘキサフルオロ－１，５－ペンチルジメタクリレート、または上述の本発
明に使用される他の任意のフッ素化化合物であってもよい。当業者により理解されるよう
に、これらの処方は、メタクリレート、アクリレート、アルケン、ハロゲン化化合物等の
、本明細書に記述された他の化合物を送達するために使用されてもよい。 
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングスプレーは以下のものを含んでいてもよ
い。 
【０２２３】
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【表１】

【０２２４】
実施例3－スタイリングスプレー
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングスプレーは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０２２５】
【表２】

【０２２６】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２２７】
実施例4－スタイリングスプレー
　別の例示的なスタイリングスプレーは、以下のものを含んでいてもよい。
【０２２８】

【表３】

【０２２９】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２３０】
実施例5－スタイリングスプレー
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングスプレーは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０２３１】
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【表４】

【０２３２】
フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２３３】
実施例6－スタイリングスプレー
　フッ素化化合物を含む、別の例示的なスタイリングスプレーは以下のものを含んでいて
もよい。
【０２３４】
【表５】

【０２３５】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２３６】
実施例7－スタイリングクリーム
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングクリームは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０２３７】
【表６】

【０２３８】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２３９】
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実施例8－スタイリングクリーム
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングクリームは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０２４０】
【表７】

【０２４１】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２４２】
実施例9－スタイリングクリーム
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングクリームは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０２４３】
【表８】

【０２４４】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。 
【０２４５】
実施例10－スタイリングスプレー
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングスプレーは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０２４６】
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【表９】

【０２４７】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２４８】
実施例11－スタイリングクリーム
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングクリームは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０２４９】
【表１０】

【０２５０】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２５１】
実施例12－スタイリングクリーム
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングクリームは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０２５２】
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【表１１】

【０２５３】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２５４】
実施例13－スタイリングクリーム
　フッ素化化合物を含む、スタイリングクリームの別の処方は以下のものを含んでいても
よい。
【０２５５】
【表１２】

【０２５６】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２５７】
実施例14－スタイリングクリーム
　フッ素化化合物を含む、別の例示的なスタイリングクリームの処方は以下のものを含ん
でいてもよい。
【０２５８】
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【表１３】

【０２５９】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２６０】
実施例15－スタイリングクリーム
　フッ素化化合物を含む、スタイリングクリームの別の例示的な処方は以下のものを含ん
でいてもよい。
【０２６１】
【表１４】

【０２６２】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２６３】
実施例16－スタイリングクリーム
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングクリームは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０２６４】
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【表１５】

【０２６５】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２６６】
実施例１７－スタイリングスプレー
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングスプレーは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０２６７】
【表１６】

【０２６８】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２６９】
実施例１８－非アルコール水性スタイリングスプレージェル 
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　フッ素化化合物は、最初に非イオン乳化剤と予混合された。乳化剤とフッ素化化合物の
予混合は、懸濁した乳濁液滴の適正な形成を確実にするためのものであり、結果として、
フッ素化化合物の単一または複数の二層コーティングが得られる。乳化剤の濃度は、ミセ
ルの形成は懸濁の安定性を改善しないので、ＣＭＣ（臨界ミセル濃度）より低いままに保
たれる。組成物は均質化され、液滴サイズは１５ミクロン未満だった。これにより、オイ
ルに対する乳化剤の比をより低くし、適正な懸濁した液滴の分散、および組成物の安定を
得ることができる。結果は、水性ベースのフッ素化化合物の懸濁であり、これは合体、凝
集、および／またはフッ素化化合物の相分離に抵抗する。合成器（例えば、スプレーポン
プ）にせん断力をかけ、粘度を減少し、かつ均一なスプレーパターンを介してフッ素化化
合物を送達できるようにする。せん断力の除去により、粘度が戻り、組成物が安定化する
。
【０２７０】
　一般的な、フッ素化化合物を含む、非アルコール水性スタイリングスプレージェルの例
示的な組成物は、以下のものを含んでいてもよい。
【０２７１】
【表１７】

【０２７２】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２７３】
実施例19－非アルコール水性スタイリングスプレージェル
　より具体的な、フッ素化化合物を含む、非アルコール水性スタイリングスプレージェル
の例示は、以下のものを含んでいてもよい。
【０２７４】
【表１８】

【０２７５】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２７６】
　上記の組成物は、以下に記述したプロセスを使用して製造されてもよい。
【０２７７】
　フェーズＡは、水、およびＬｕｂｒａｊｅｌ　ＩＩ　ＸＤからなる。まず、ベッセルに
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水を入れ、３５℃に加熱した。その後、Ｌｕｂｒａｊｅｌ　ＩＩ　ＸＤの総量の１０％を
加え、少なくとも２０分間混合した。フェーズＢは、フッ素化化合物、オクチルドデセス
－２０、および香料の混合からなる。分離したベッセル内で、オクチルドデセス－２０を
３５℃に暖めた。その後、フッ素化化合物および香料をベッセルに加えた。内容物を、均
一になるまで混合した。フェーズＢをフェーズＡに加え、均一になるまでこれらを混合し
た。その後、混合物を、粒子サイズが５～１５ミクロンになるまで均一化し、その後、間
隔の開いたブレードのプロペラでゆっくりと混合し、脱気した。フェーズＣは、Ｌｕｂｒ
ａｊｅｌ　ＩＩ　ＸＤの残部および保存剤からなる。その後、フェーズＣの構成要素を、
上記のフェーズＡおよびフェーズＢの混合物に加え、１時間の間混合した。その後、混合
物を、２１℃～２５℃に冷却した。
【０２７８】
実施例２０－非アルコール水性スタイリングスプレージェル
　比重が１．００より大きいフッ素化化合物を含む非アルコール水性スプレージェルをさ
らに安定化させるために、パラフィンブレンド等の低比重材料を組成物に加えてもよい。
低比重材料の添加は、油相の比重を１．００にバランスし、より高い懸濁の安定性を可能
にする。
【０２７９】
　一般的な、フッ素化化合物を含む、非アルコール水性スタイリングスプレージェルの例
示的な組成物は、以下のものを含んでいてもよい。
【０２８０】
【表１９】

【０２８１】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２８２】
実施例２１－非アルコール水性スタイリングスプレージェル
　より具体的な、フッ素化化合物を含む、非アルコール水性スタイリングスプレージェル
の例示は、以下のものを含んでいてもよい。
【０２８３】
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【表２０】

【０２８４】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２８５】
　上記の組成物は、以下に記述したプロセスを使用して製造されてもよい。
【０２８６】
　フェーズＡは、水、アミノメチルプロパノール（ＡＭＰ）、およびアクリル酸／ＶＰ共
重合体からなる。まず、ベッセルに水を入れ、５０℃に加熱した。その後、ＡＭＰの必要
な総量の１０％を加えた。その後、アクリル酸／ＶＰ共重合体を、強く攪拌しながら加え
、少なくとも１時間混合した。フェーズＢは、フッ素化化合物、ラウレス－２３、ラウレ
ス－４、およびＳｉＣｌｏｎｅ　ＳＲ－５の混合からなる。別のベッセルで、フッ素化化
合物、ラウレス－２３、ラウレス－４、およびＳｉＣｌｏｎｅ　ＳＲ－５を３７℃で予混
合した。フェーズＢをフェーズＡに加え、均一になるまで混合した。その後、混合物を、
３０℃まで冷却し、粒子径が５～１５ミクロンに下がるように、均一化した。その後、混
合物を、間隔の開いたブレードのプロペラでゆっくりと混合し、脱気した。フェーズＣは
、ＡＭＰの残部からなる。その後、フェーズＣを、上記のフェーズＡおよびフェーズＢの
混合物に加え、１時間の間混合した。その後、混合物を、２１℃～２５℃に冷却した。
【０２８７】
実施例２２－スタイリングクリーム
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングクリームは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０２８８】
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【表２１】

【０２８９】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２９０】
実施例２３－スタイリングポマード
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングポマードは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０２９１】
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【表２２】

【０２９２】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２９３】
実施例２４－エアゾルヘアスタイリングスプレー
　フッ素化化合物を含む、例示的なエアゾルヘアスタイリングスプレーは以下のものを含
んでいてもよい。
【０２９４】
【表２３】

【０２９５】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２９６】
実施例２５－エアゾルヘアスタイリングムース
　フッ素化化合物を含む、例示的なエアゾルヘアスタイリングムースは以下のものを含ん
でいてもよい。 
【０２９７】
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【表２４】

【０２９８】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０２９９】
実施例２６－エアゾルシェービングクリーム
　フッ素化化合物を含む、例示的なエアゾルシェービングクリームは以下のものを含んで
いてもよい。
【０３００】
【表２５】

【０３０１】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０３０２】
実施例２７－エアゾルシェービングジェル
　フッ素化化合物を含む、例示的なエアゾルシェービングジェルは以下のものを含んでい
てもよい。
【０３０３】
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【表２６】

【０３０４】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０３０５】
実施例２８－シェービングクリーム
　フッ素化化合物を含む、例示的なシェービングクリームは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０３０６】
【表２７】

【０３０７】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０３０８】
実施例２９－ヘアスプレーＡ
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングスプレーは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０３０９】
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【表２８】

【０３１０】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０３１１】
　上記の組成物は、以下に記述したプロセスを使用して製造されてもよい。
【０３１２】
　フェーズＡは、変性アルコール、および水からなる。まず、ベッセルに水を入れる。そ
の後、変性アルコールを水が入っているベッセルに加える。均一なフェーズＡが得られる
まで、内容物を混合する。フェーズＢは、フッ素化化合物、ＰＥＧ－４０水素添加ヒマシ
油、および香料の混合物からなる。別個のベッセル内で、ＰＥＧ－４０水素添加ヒマシ油
を３０℃に加熱した。その後、フッ素化化合物および香料をベッセルに加えた。均一なフ
ェーズＢが得られるまで、内容物を混合した。フェーズＢをフェーズＡに加え、均一にな
るまでこれらを混合した。フェーズＣは、C10～40イソアルキルアミドプロピルエチルジ
モニウムエトサルフェート、およびジプロピレングリコールからなる。上記のフェーズＡ
およびフェーズＢの混合物に、上記の均一な組成物が得られるまでフェーズＣを加えた。
【０３１３】
実施例３０－ヘアスプレーＢ
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングスプレーは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０３１４】

【表２９】

【０３１５】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０３１６】
　上記の組成物は、以下に記述したプロセスを使用して製造されてもよい。
【０３１７】
　フェーズＡは、変性アルコール、および水からなる。まず、ベッセルに水を入れる。そ
の後、変性アルコールを水が入っているベッセルに加える。均一なフェーズＡが得られる
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まで、内容物を混合する。フェーズＢは、フッ素化化合物、ＰＥＧ－４０水素添加ヒマシ
油、および香料の混合物からなる。別個のベッセル内で、ＰＥＧ－４０水素添加ヒマシ油
を３０℃に加熱した。その後、フッ素化化合物および香料をベッセルに加えた。均一なフ
ェーズＢが得られるまで、内容物を混合した。フェーズＢをフェーズＡに加え、均一にな
るまでこれらを混合した。フェーズＣは、C10~40イソアルキルアミドプロピルエチルジモ
ニウムエトサルフェート、およびジプロピレングリコールからなる。上記のフェーズＡお
よびフェーズＢの混合物に、上記の均一な組成物が得られるまでフェーズＣを加えた。
【０３１８】
実施例３１－ヘアクリームＡ
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングクリームは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０３１９】
【表３０】

【０３２０】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０３２１】
　上記の組成物は、以下に記述したプロセスを使用して製造されてもよい。
【０３２２】
　フェーズＡは、水からなる。まず、ベッセルに水を入れる。その後、ベッセルを５０℃
に加熱した。フェーズＢは、ミリスチルアルコール、ステアリン酸ＰＥＧ－８、ポリソル
ベート２０、ポリアクリレート－１３、およびポリイソブテンの混合物からなる。フェー
ズＢの成分をフェーズＡに加え、ポリソルベート２０、ポリアクリレート－１３、および
ポリイソブテンを加える前に、ミリスチルアルコール、およびステアリン酸ＰＥＧ－８、
が溶解できるようにする。内容物を、強い攪拌で３０分間、または均一になるまで混合し
た。プロピオン酸ＰＰＧ－２ミリスチルエーテルからなるフェーズＣを、上記のフェーズ
Ａ、およびフェーズＢの混合物に加え、内容物が均一になるまで混合した。混合物を４５
℃に冷却した。その後、フェノキシエタノール、カプリリルグリコール、およびソルビン
酸からなるフェーズＤを、上記の混合物に加え、内容物が均一になるまで混合した。混合
物を３０℃に冷却した。その後、フッ素化化合物、および香料からなるフェーズＥを、上
記の混合物に加え、内容物が均一になるまで混合した。その後、混合物に水を適量加え、
上記の組成物が得られるように均一化された。
【０３２３】
実施例３２－ヘアクリームＢ
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングクリームは以下のものを含んでいてもよ
い。
【０３２４】
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【表３１】

【０３２５】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０３２６】
　上記の組成物は、以下に記述したプロセスを使用して製造されてもよい。
【０３２７】
　フェーズＡは、水からなる。まず、ベッセルに水を入れる。その後、ベッセルを６０℃
に加熱した。フェーズＢは、セチルアルコール、ポリソルベート２０、ポリアクリレート
－１３、およびポリイソブテンの混合物からなる。フェーズＢの成分を、フェーズＡに加
え、ポリソルベート２０、ポリアクリレート－１３、およびポリイソブテンを加える前に
、セチルアルコールが溶解できるようにする。内容物を、強い攪拌で３０分間、または均
一になるまで混合した。上記のフェーズＡおよびフェーズＢの混合物に、ステアリン酸オ
クチルからなるフェーズＣを均一になるまで加えた。混合物を４５℃に冷却した。その後
、フェノキシエタノール、カプリリルグリコール、およびソルビン酸からなるフェーズＤ
を、上記の混合物に加え、内容物が均一になるまで混合した。混合物を３０℃に冷却した
。その後、フッ素化化合物、および香料からなるフェーズＥを、上記の混合物に加え、内
容物が均一になるまで混合した。その後、混合物に水を適量加え、上記の組成物が得られ
るように均一化した。
【０３２８】
実施例３３－ヘアクリームＣ
　フッ素化化合物を含む、例示的なスタイリングコントロールクリームは以下のものを含
んでいてもよい。
【０３２９】
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【表３２】

【０３３０】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０３３１】
　上記の組成物は、以下に記述したプロセスを使用して製造されてもよい。
【０３３２】
　フェーズＡは、水、ＶＰ／ＶＡ共重合体、およびＶＰ／メタクリル酸ジメチルアミノエ
チル共重合体からなる。まず、ベッセルに水を入れる。その後、ＶＰ／ＶＡ共重合体、お
よびＶＰ／メタクリル酸ジメチルアミノエチル共重合体をベッセルに加える。その後、ベ
ッセルを５０℃に加熱した。フェーズＢは、ミリスチルアルコール、ステアリン酸ＰＥＧ
－８、ポリソルベート２０、ポリアクリレート－１３、およびポリイソブテンの混合物か
らなる。フェーズＢの成分が、フェーズＡに加え、ポリソルベート２０、ポリアクリレー
ト－１３、およびポリイソブテンを加える前に、ミリスチルアルコール、およびステアリ
ン酸ＰＥＧ－８が溶解できるようにする。内容物を、強い攪拌で３０分間、または均一に
なるまで混合した。上記のフェーズＡおよびフェーズＢの混合物に、プロピオン酸ＰＰＧ
－２ミリスチルエーテルからなるフェーズＣを均一になるまで加えた。混合物を４５℃に
冷却した。その後、フェノキシエタノール、カプリリルグリコール、およびソルビン酸か
らなるフェーズＤを、上記の混合物に加え、内容物が均一になるまで混合した。混合物を
３０℃に冷却した。その後、フッ素化化合物、グリセリン、および香料からなるフェーズ
Ｅを、上記の混合物に加え、内容物が均一になるまで混合した。その後、混合物に水を適
量加え、上記の組成物が得られるように均一化した。
【０３３３】
　上述の内容は、本発明の、特定の非限定的な、好適な実施形態の記述である。当業者は
、下記の特許請求の範囲に定義されるように、本発明の精神および範囲から逸脱すること
なく、この記述に対する様々な変更および改良がなされ得ることを理解するであろう。
【０３３４】
実施例３４－ヘアクリームＤ
　フッ素化化合物を含む、例示的なヘアスタイリングコントロールクリームは以下のもの
を含んでいてもよい。
【０３３５】
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【表３３】

【０３３６】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０３３７】
　上記の組成物は、以下に記述したプロセスを使用して製造されてもよい。
【０３３８】
　フェーズＡは、水、ＶＰ／ＶＡ共重合体、およびＶＰ／メタクリル酸ジメチルアミノエ
チル共重合体からなる。まず、ベッセルに水を入れる。その後、ＶＰ／ＶＡ共重合体、お
よびＶＰ／メタクリル酸ジメチルアミノエチル共重合体をベッセルに加える。その後、ベ
ッセルを５０℃に加熱した。フェーズＢは、ミリスチルアルコール、ステアリン酸ＰＥＧ
－８、ポリソルベート２０、ポリアクリレート－１３、およびポリイソブテンの混合物か
らなる。フェーズＢの成分を、フェーズＡに加え、ポリソルベート２０、ポリアクリレー
ト－１３、およびポリイソブテンを加える前に、ミリスチルアルコール、およびステアリ
ン酸ＰＥＧ－８が溶解できるようにする。内容物を、強い攪拌で３０分間、または均一に
なるまで混合した。上記のフェーズＡおよびフェーズＢの混合物に、プロピオン酸ＰＰＧ
－２ミリスチルエーテルからなるフェーズＣを均一になるまで加えた。混合物を４５℃に
冷却した。その後、フェノキシエタノール、カプリリルグリコール、およびソルビン酸か
らなるフェーズＤを、上記の混合物に加え、内容物が均一になるまで混合した。混合物を
３０℃に冷却した。その後、フッ素化化合物、グリセリン、および香料からなるフェーズ
Ｅを、上記の混合物に加え、内容物が均一になるまで混合した。その後、混合物に水を適
量加え、上記の組成物が得られるように均一化された。
【０３３９】
　上述の内容は、本発明の、特定の非限定的な、好適な実施形態の記述である。当業者は
、下記の特許請求の範囲に定義されるように、本発明の精神および範囲から逸脱すること
なく、この記述に対する様々な変更および改良がなされ得ることを理解するであろう。
【０３４０】
実施例３５－シャンプー
　フッ素化化合物を含む、別の例示的なシャンプーの処方は以下のものを含んでいてもよ
い。
【０３４１】
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【表３４】

【０３４２】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０３４３】
実施例36－コンディショナー
　フッ素化化合物を含む、別の例示的なコンディショナーの処方は以下のものを含んでい
てもよい。
【０３４４】
【表３５】

【０３４５】
　フッ素化化合物は、上述の実施例２に記述したものと同様である。
【０３４６】
比較実施例１－水分抵抗力
　本発明の好適な実施形態（ヘアスプレーＡ）により処理された毛髪の見本の湿度抵抗力
は、競合他社の製品（商品例Ａ）により処理された毛髪の見本の湿度抵抗力、ならびに処
理されていない毛髪の見本の湿度抵抗力と、上述の動的蒸気収着（ＤＶＳ）プロトコルＩ
により比較された。塗布した製品の量（パッケージの取り扱い説明に基づいて測定した）
を、表１の製品の標的量に示し、これらは、１００ｍｇ（商品例Ａ）、および３７０ｍｇ
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【０３４７】
【表３６】

【０３４９】
　上記の「水分抵抗力」の項に記述したように、毛髪の処理の有する、毛髪上および毛髪
内の水分に対する抵抗または制御の能力を評価するために、特定の相対湿度における水の
吸着／脱着の差（いわゆる「ヒステリシス」）を指標として使用することができる。図１
では、ヘアスプレーＡにより処理されたサンプルに対する全体的なヒステリシスの値が下
がるほど、商品例Ａで処理されたサンプルに対する毛髪上に吸着、および毛髪内に浸透す
ることができる水が少なくなることが示される。これは、本発明が毛髪繊維上に蒸気障壁
を生成するという仮定と一致する。一方、商品例Ａにより処理されたサンプルは、劣った
蒸気障壁機能を示す、水により処理されたサンプルと極めて同様な反応を示す。実際、複
数のシャンプーによる商品例Ａの５つの処理サンプルは、水で処理されたサンプルより性
能ご劣っていることを示している。これは、シャンプーが毛髪の空隙率を増加させた結果
であり、商品例Ａ処理が毛髪繊維を保護するための適切な障壁を提供できない結果である
可能性がある。図１に示すように、ヘアスプレーＡの複数回の塗布は、水分抵抗力を向上
させたが、一方でシリコーンベースの商品例Ａは、６０％、および８０％の相対湿度にお
いて、水処理されたサンプルと比較していかなる抵抗力も示さなかった。
【０３５０】
比較実施例２－無重量性
　本発明の好適な実施形態の残渣および総合的な重量は、上述の無重量化試験Ｉプロトコ
ルを使用して、主要なシリコーンベースの商品と比較された。使用された製品の量（パッ
ケージの取り扱い説明に基づく）は、表２に示される。処方は、オーブン内で、１０分間
（スプレーおよびセラム製品）または３０分間（クリーム製品）のいずれかの間、５５℃
でインキュベートされ、残渣が判定された。
【０３５１】
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【表３７】

【０３５２】
　実験の結果残留した平均質量は、括弧内の標準偏差（ｎ＞３）とともに下記の表３に示
される。
【０３５３】

【表３８】

【０３５４】
　実験結果より、本発明の処方が、平均で、残された残渣がシリコーンベースの製品と比
較して、少なくとも重量で２５％少ないことが明らかである。
【０３５５】
比較実施例３－汚れ抵抗力
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　本発明の好適な実施形態の、毛髪上における微粒子の蓄積に抵抗する能力は、上述のス
ターチ試験Ｉプロトコルおよびスターチ試験ＩＩプロトコルを使用して、試験され、主要
なシリコーンベースの縮れ防止商品に対して比較された。使用された製品の量（パッケー
ジの取り扱い説明に基づく）は、表４に示される。
【０３５６】
【表３９】

【０３５７】
　図３に示した実験結果から、本発明の処方は、平均で、微粒子に対して、代表的なシリ
コーンを含んだ製品よりも１００％抵抗し、水のみよりも３０％抵抗する。
【０３５８】
　上述の内容は、本発明の、特定の非限定的な、好適な実施形態の記述である。当業者は
、下記の特許請求の範囲に定義されるように、本発明の精神および範囲から逸脱すること
なく、この記述に対する様々な変更および改良がなされ得ることを理解するであろう。
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